
議会日誌から

（14）議 会 だ よ り

議会日誌から

題字：松前中学校 2年　小林　璃音さん

（清部保育所の子どもたち）
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こばやし り おん

まつまえ

みんなしっかりうがい手洗い！

110No.
　・補正予算・監査委員の選任について審議

　・新型コロナウイルス感染症対策に
　　関する意見書を国へ提出
　・補正予算について審議
　・予算審査特別委員会
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Ｐ２
Ｐ３

Ｐ４～６
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月　　日 主　　　　要　　　　事　　　　項 出席者
小島地区春の芸能文化祭出席

漁港期成会連合会総会出席 

大島地区春の芸能祭出席

渡島西部４町議員連絡協議会定期総会および研修会出席（知内町）

町内会連合会定期総会出席

北海道知事鈴木直道氏地域訪問応接

令和元年度松前町文化・スポーツ表彰式出席 

松前警察署長離任挨拶応接 

ドクターヘリ訓練見学会参加 

渡島総合振興局長離任挨拶応接 

退職者辞令交付式出席 

職員辞令交付式出席 

木古内町議会議長および議会事務局長着任挨拶応接 

松前警察署長着任挨拶応接

渡島総合振興局長着任挨拶応接

知内町議会議長就任挨拶来町応接

副議長

議長

議長

全議員

副議長

正副議長

議長

議長

議長ほか

議長

議長

議長

議長

議長

議長

議長
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14日
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20日
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17日

26日

31日

1日

2日

7日
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16日

2

月
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月

4

月

議会を傍聴してみませんか?
～町政の主役は住民のみなさんです～

次回は６月10日㈬からの予定です。

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため当分の間、議場内においては
マスクを着用することとしますのでご理解願います。

議会だよりへの
　ご意見・ご感想を
　　お待ちしております。

議長宛の諸行事案内などの文書は、
議会事務局へお届け願います

字福山248番地1　松前町役場議会事務局まで
電話  0139－42－2275　内線281・282

発行／北海道松前町議会　　編集／議会だより編集委員会

編
集
後
記

 

世
界
を
震
撼
さ
せ
て
い
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
、
驚

異
的
な
人
類
へ
の
挑
戦
だ
！

　日
本
国
内
で
の
感
染
者
も

二
万
人
に
届
く
と
こ
ろ
ま
で

来
た
、
北
海
道
に
お
い
て
も

札
幌
市
や
石
狩
地
方
を
中
心

に
増
え
続
け
て
い
る
。

　幸
い
松
前
町
に
は
、
感
染

の
事
実
は
な
い
が
安
心
し
て

は
な
ら
な
い
。（
5
月
15
日

現
在
）

　気
持
ち
が
緩
ん
で
い
る
時

が
一
番
危
険
だ
。
身
勝
手
な

行
動
が
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を

誘
う
。

　町
の
経
済
や
子
供
た
ち
の

勉
学
、
ス
ポ
ー
ツ
す
べ
て
が

奪
わ
れ
て
し
ま
っ
た
。

　い
つ
終
息
す
る
か
分
か
ら

な
い
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
の

戦
い
、
高
齢
者
の
多
い
松
前

町
の
こ
の
先
が
心
配
だ
。

　特
に
町
の
経
済
面
に
お
い

て
は
、
さ
く
ら
ま
つ
り
の
中

止
で
、
旅
館
業
を
始
め
ま
つ

り
に
関
連
し
て
い
る
中
小
事

業
者
、
小
売
店
は
大
変
な
痛

手
を
負
っ
て
い
る
。

　松
前
町
や
私
た
ち
一
人
ひ

と
り
も
何
か
救
済
策
を
講
じ

な
け
れ
ば
と
思
う
。

　町
民
、
み
ん
な
で
松
前
を

守
ろ
う
。

第１回
定例会

第1回臨時会

　・新型コロナウイルス緊急経済対策予算について審議
　　国へ更なる対策の充実を求める意見書を提出
　・議会改革特別委員会　これまでの経過
　・水道事業特別委員会調査報告・議会トピックス
　・議会日誌から・編集後記

Ｐ８～９
Ｐ10～11
Ｐ12～13
Ｐ14

・・・
・・・・・・・・・

・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

第2回臨時会



【
主
な
質
疑
】

福
原
　
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

発
行
事
業
に
対
す
る
補
助
金
の

減
額
が
大
き
い
が
理
由
は
何
だ

と
考
え
て
い
る
か

商
工
観
光
課
長
　
国
か
ら
示
さ

れ
た
基
準
を
も
と
に
対
象
者
を

４
千
人
と
見
込
ん
で
予
算
計
上

し
ま
し
た
が
、
所
得
確
定
後
の

対
象
者
が
２
，
６
２
７
名
で
そ

の
う
ち
申
請
し
た
の
が
６
４
６

名
で
あ
っ
た
た
め
そ
の
差
額
を

減
額
し
た
も
の
で
す
。

梶
谷
　
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

発
行
事
業
の
結
果
を
ど
の
よ
う

に
分
析
し
て
い
る
の
か

商
工
観
光
課
長
　
国
の
基
準
で

は
住
民
税
非
課
税
者
も
し
く
は

３
歳
半
未
満
の
子
ど
も
の
い
る

世
帯
に
限
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

商
品
券
を
買
う
た
め
の
負
担
が

大
き
い
こ
と
や
、
手
続
き
の
煩

雑
さ
、
制
度
の
わ
か
り
づ
ら
さ

が
申
請
が
少
な
か
っ
た
理
由
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。

梶
谷
　
固
定
資
産
税
の
額
が
増

加
し
て
い
る
要
因
は
何
か

税
務
課
長
　
風
力
発
電
施
設
の

増
加
に
伴
い
見
込
ま
れ
る
固
定

資
産
税
の
増
加
分
を
計
上
し
て

い
ま
す
。

【
主
な
質
疑
】

梶
谷
　
入
院
患
者
数
が
10
％
以

上
の
減
と
な
っ
て
い
る
が
そ
う

な
っ
た
理
由
は
何
か

病
院
事
務
局
長
　
今
ま
で
不
足

し
て
い
る
看
護
師
を
補
充
す
る

た
め
に
お
願
い
し
て
い
た
派
遣

看
護
師
が
当
初
８
人
程
度
い
た

の
で
す
が
、
昨
年
９
月
こ
ろ
か

ら
３
人
程
度
の
派
遣
数
と
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
う
い
っ

た
マ
ン
パ
ワ
ー
不
足
へ
の
対
策

と
し
て
人
数
制
限
を
実
施
し
た

結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。

福
原
　
赤
字
に
１
度
な
っ
て
し

ま
う
と
赤
字
が
続
く
可
能
性
が

強
い
。
町
長
も
含
め
て
協
議
を

進
め
る
べ
き
で
は
な
い
か

町
長
　
４
月
以
降
の
体
制
に
つ

い
て
も
管
理
者
、
病
院
長
と
連

携
し
な
が
ら
人
材
確
保
、
安
定

し
た
経
営
に
向
け
て
努
力
し
て

い
き
ま
す
。

　
中
国
の
武
漢
市
を
中
心
に
発

生
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

（
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―
19
）
は
世
界

中
で
感
染
が
広
が
り
、
収
束
の

見
通
し
が
立
た
な
い
状
況
に
あ

り
ま
す
。
マ
ス
ク
や
消
毒
液
が

不
足
し
、
予
防
が
で
き
な
い
状

況
は
高
齢
化
率
が
高
い
自
治
体

に
と
っ
て
、
大
き
な
不
安
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
医
療
機
関
の

受
け
皿
の
確
保
や
、
学
校
休
校

に
伴
う
各
家
庭
へ
の
負
担
の
増

加
や
、
イ
ベ
ン
ト
中
止
、
外
出

自
粛
に
伴
う
地
域
経
済
へ
の
影

響
な
ど
多
く
の
課
題
を
抱
え
て

い
ま
す
。
国
の
更
な
る
感
染
拡

大
防
止
対
策
へ
の
取
り
組
み
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
、
松
前
町

議
会
と
し
て
は
以
下
の
６
つ
の

事
項
に
つ
い
て
早
期
に
対
応
を

図
る
よ
う
要
望
し
ま
し
た
。

１
、国
際
社
会
と
連
携
を
図
り
、

ワ
ク
チ
ン
や
治
療
薬
の
研
究
開

発
を
速
や
か
に
進
め
る
こ
と
。

２
、
検
査
実
施
等
の
強
化
を
進

め
、
治
療
が
必
要
な
人
が
素
早

く
適
切
な
治
療
が
受
け
ら
れ
る

よ
う
体
制
を
整
備
す
る
こ
と
。

ま
た
、
患
者
の
増
加
に
備
え
、

入
院
体
制
の
整
備
に
万
全
を
期

す
こ
と
。

３
、
地
域
に
お
い
て
は
マ
ス
ク

や
消
毒
液
が
不
足
し
て
お
り
、

と
り
わ
け
、
医
療
機
関
で
は
在

庫
が
残
り
少
な
く
、
医
療
の
提

供
に
影
響
が
な
い
よ
う
万
全
の

対
策
を
講
じ
る
こ
と
。
ま
た
、

住
民
も
こ
れ
ら
を
確
実
に
入
手

で
き
る
よ
う
、
早
急
に
対
応
す

る
こ
と
。

４
、
学
校
の
一
斉
休
校
に
あ
た

っ
て
、
保
護
者
等
の
不
安
を
取

り
除
く
た
め
、
必
要
な
対
策
を

行
う
こ
と
。

５
、
宿
泊
や
飲
食
等
の
観
光
関

連
企
業
へ
の
経
済
的
影
響
を
十

分
考
慮
し
、
資
金
繰
り
対
策
等

必
要
な
経
済
対
策
を
早
急
に
行

う
こ
と
。

６
、
国
に
お
い
て
正
確
な
情
報

を
把
握
し
、
感
染
者
の
人
権
に

配
慮
し
な
が
ら
迅
速
に
そ
の
情

報
を
提
供
す
る
こ
と
。

以
上
の
内
容
を
左
記
の
提
出
先

へ
提
出
し
ま
し
た
。

（2）議 会 だ よ り（3） 議 会 だ よ り

令和２年  第１回定例会

　
令
和
２
年
第
１
回
定
例
会
は
、３
月
４
日
に
招
集
さ
れ
、

令
和
２
年
度
各
会
計
当
初
予
算
や
決
議
１
件
、
意
見
書

２
件
な
ど
に
つ
い
て
審
議
し
、
５
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

　
第
１
回
定
例
会
で
採
択
さ
れ
た
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
に
関
す
る
意
見
書
」
は
梶
谷
康
介
議
員
を
提
出
者
と

し
、
松
前
町
議
会
の
総
意
で
議
会
に
提
出
（
全
議
員
賛
成
）
し

原
案
通
り
可
決
さ
れ
、
国
会
・
内
閣
へ
提
出
し
ま
し
た
。

提
出
し
た
意
見

書
の
主
な
内
容

　
ま
た
、
今
定
例
会
で
は
厚
生

文
教
常
任
委
員
会
よ
り
「
子
ど

も
の
医
療
費
無
料
化
制
度
の
拡

充
を
求
め
る
意
見
書
」
が
提
出

さ
れ
、
本
会
議
に
お
い
て
全
員

賛
成
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
意
見
書
は
、
北
海
道
に

医
療
費
助
成
制
度
を
拡
充
す
る

よ
う
求
め
る
も
の
で
、
北
海
道

知
事
あ
て
に
提
出
し
ま
し
た
。

意見書提出先
衆議院議長､ 参議院議長､ 内
閣総理大臣､ 総務大臣､ 外務
大臣､ 財務大臣､ 厚生労働大
臣､ 文部科学大臣､ 経済産業
大臣､ 内閣官房長官

町立病院でもマスクの入荷は未定の
状況が続いている。

町内にも多くの風力発電設備が設置されている

松前城や総合センターもコロナウイルスの影響で臨時閉館となった

令
和
元
年
度
　

　
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
８
回
）

令
和
元
年
度

病
院
事
業
会
計

 

　
補
正
予
算

　  

　（
第
３
回
）

福
原

福
原

梶
谷

梶
谷

梶
谷

商
工
観
光
課
長

病
院
事
務
局
長

町
長

商
工
観
光
課
長

税
務
課
長

区分

その他

決　議

意見書

議　　案　　名

各　議　員　の　賛　否
堺斉

藤
梶
谷

西
川

工
藤

近
江

福
原

宮
本

沼
山

飯
田

疋
田

予

　算

補
正
予
算

議

　
　
　
　
　
　
　
　案

条
例
改
正

そ
の
他

閉会中の所管事務調査の申し出について 承認

令和２年度松前町一般会計予算
令和２年度松前町国民健康保険特別会計予算
令和２年度松前町介護保険特別会計予算
令和２年度松前町後期高齢者医療特別会計予算
令和２年度松前町水道事業会計予算
令和２年度松前町病院事業会計予算
令和元年度松前町一般会計補正予算（第８回）
令和元年度松前町国民健康保険特別会計補正予算（第３回）
令和元年度松前町介護保険特別会計補正予算（第５回）
令和元年度松前町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２回）
令和元年度松前町水道事業会計補正予算（第４回）
令和元年度松前町病院事業会計補正予算（第３回）
特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例の
条例制定について
松前町道路占用料徴収条例の一部を改正する条例制定について
情報通信技術の活用による行政手続等に係る関係者の利便性の向上並びに行政運営の簡
素化及び効率化を図るための行政手続等における情報通信の技術の利用に関する法律等
の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例制定について
地方自治法等の一部を改正する法律に伴う関係条例の整理に関する条例制定について
災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する条例制定について
松前町営住宅の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例制定について
松前町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例制定に
ついて
渡島公平委員会を組織する地方公共団体の数の減少及び渡島公平委員会規約の変更に関
する協議について
松前町財政調整基金の支消について
民族共生の未来を切り拓く決議
新型コロナウイルス感染症対策に関する意見書（内容詳細は２ページに掲載しています。）
子どもの医療費無料化制度の拡充を求める意見書
水道事業経営戦略策定に関する調査特別委員会調査報告書について 報告済

※議長は裁決には加わりません。

に関する意見書」を国へ提出！
「新型コロナウイルス感染症対策

すべて全会一致で原案のとおり可決しました。



【
主
な
質
疑
】

福
原
　
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

発
行
事
業
に
対
す
る
補
助
金
の

減
額
が
大
き
い
が
理
由
は
何
だ

と
考
え
て
い
る
か

商
工
観
光
課
長
　
国
か
ら
示
さ

れ
た
基
準
を
も
と
に
対
象
者
を

４
千
人
と
見
込
ん
で
予
算
計
上

し
ま
し
た
が
、
所
得
確
定
後
の

対
象
者
が
２
，
６
２
７
名
で
そ

の
う
ち
申
請
し
た
の
が
６
４
６

名
で
あ
っ
た
た
め
そ
の
差
額
を

減
額
し
た
も
の
で
す
。

梶
谷
　
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

発
行
事
業
の
結
果
を
ど
の
よ
う

に
分
析
し
て
い
る
の
か

商
工
観
光
課
長
　
国
の
基
準
で

は
住
民
税
非
課
税
者
も
し
く
は

３
歳
半
未
満
の
子
ど
も
の
い
る

世
帯
に
限
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

商
品
券
を
買
う
た
め
の
負
担
が

大
き
い
こ
と
や
、
手
続
き
の
煩

雑
さ
、
制
度
の
わ
か
り
づ
ら
さ

が
申
請
が
少
な
か
っ
た
理
由
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。

梶
谷
　
固
定
資
産
税
の
額
が
増

加
し
て
い
る
要
因
は
何
か

税
務
課
長
　
風
力
発
電
施
設
の

増
加
に
伴
い
見
込
ま
れ
る
固
定

資
産
税
の
増
加
分
を
計
上
し
て

い
ま
す
。

【
主
な
質
疑
】

梶
谷
　
入
院
患
者
数
が
10
％
以

上
の
減
と
な
っ
て
い
る
が
そ
う

な
っ
た
理
由
は
何
か

病
院
事
務
局
長
　
今
ま
で
不
足

し
て
い
る
看
護
師
を
補
充
す
る

た
め
に
お
願
い
し
て
い
た
派
遣

看
護
師
が
当
初
８
人
程
度
い
た

の
で
す
が
、
昨
年
９
月
こ
ろ
か

ら
３
人
程
度
の
派
遣
数
と
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
う
い
っ

た
マ
ン
パ
ワ
ー
不
足
へ
の
対
策

と
し
て
人
数
制
限
を
実
施
し
た

結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。

福
原
　
赤
字
に
１
度
な
っ
て
し

ま
う
と
赤
字
が
続
く
可
能
性
が

強
い
。
町
長
も
含
め
て
協
議
を

進
め
る
べ
き
で
は
な
い
か

町
長
　
４
月
以
降
の
体
制
に
つ

い
て
も
管
理
者
、
病
院
長
と
連

携
し
な
が
ら
人
材
確
保
、
安
定

し
た
経
営
に
向
け
て
努
力
し
て

い
き
ま
す
。

　
中
国
の
武
漢
市
を
中
心
に
発

生
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

（
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―
19
）
は
世
界

中
で
感
染
が
広
が
り
、
収
束
の

見
通
し
が
立
た
な
い
状
況
に
あ

り
ま
す
。
マ
ス
ク
や
消
毒
液
が

不
足
し
、
予
防
が
で
き
な
い
状

況
は
高
齢
化
率
が
高
い
自
治
体

に
と
っ
て
、
大
き
な
不
安
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
医
療
機
関
の

受
け
皿
の
確
保
や
、
学
校
休
校

に
伴
う
各
家
庭
へ
の
負
担
の
増

加
や
、
イ
ベ
ン
ト
中
止
、
外
出

自
粛
に
伴
う
地
域
経
済
へ
の
影

響
な
ど
多
く
の
課
題
を
抱
え
て

い
ま
す
。
国
の
更
な
る
感
染
拡

大
防
止
対
策
へ
の
取
り
組
み
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
、
松
前
町

議
会
と
し
て
は
以
下
の
６
つ
の

事
項
に
つ
い
て
早
期
に
対
応
を

図
る
よ
う
要
望
し
ま
し
た
。

１
、国
際
社
会
と
連
携
を
図
り
、

ワ
ク
チ
ン
や
治
療
薬
の
研
究
開

発
を
速
や
か
に
進
め
る
こ
と
。

２
、
検
査
実
施
等
の
強
化
を
進

め
、
治
療
が
必
要
な
人
が
素
早

く
適
切
な
治
療
が
受
け
ら
れ
る

よ
う
体
制
を
整
備
す
る
こ
と
。

ま
た
、
患
者
の
増
加
に
備
え
、

入
院
体
制
の
整
備
に
万
全
を
期

す
こ
と
。

３
、
地
域
に
お
い
て
は
マ
ス
ク

や
消
毒
液
が
不
足
し
て
お
り
、

と
り
わ
け
、
医
療
機
関
で
は
在

庫
が
残
り
少
な
く
、
医
療
の
提

供
に
影
響
が
な
い
よ
う
万
全
の

対
策
を
講
じ
る
こ
と
。
ま
た
、

住
民
も
こ
れ
ら
を
確
実
に
入
手

で
き
る
よ
う
、
早
急
に
対
応
す

る
こ
と
。

４
、
学
校
の
一
斉
休
校
に
あ
た

っ
て
、
保
護
者
等
の
不
安
を
取

り
除
く
た
め
、
必
要
な
対
策
を

行
う
こ
と
。

５
、
宿
泊
や
飲
食
等
の
観
光
関

連
企
業
へ
の
経
済
的
影
響
を
十

分
考
慮
し
、
資
金
繰
り
対
策
等

必
要
な
経
済
対
策
を
早
急
に
行

う
こ
と
。

６
、
国
に
お
い
て
正
確
な
情
報

を
把
握
し
、
感
染
者
の
人
権
に

配
慮
し
な
が
ら
迅
速
に
そ
の
情

報
を
提
供
す
る
こ
と
。

以
上
の
内
容
を
左
記
の
提
出
先

へ
提
出
し
ま
し
た
。

（2）議 会 だ よ り（3） 議 会 だ よ り

令和２年  第１回定例会

　
令
和
２
年
第
１
回
定
例
会
は
、３
月
４
日
に
招
集
さ
れ
、

令
和
２
年
度
各
会
計
当
初
予
算
や
決
議
１
件
、
意
見
書

２
件
な
ど
に
つ
い
て
審
議
し
、
５
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

　
第
１
回
定
例
会
で
採
択
さ
れ
た
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
に
関
す
る
意
見
書
」
は
梶
谷
康
介
議
員
を
提
出
者
と

し
、
松
前
町
議
会
の
総
意
で
議
会
に
提
出
（
全
議
員
賛
成
）
し

原
案
通
り
可
決
さ
れ
、
国
会
・
内
閣
へ
提
出
し
ま
し
た
。

提
出
し
た
意
見

書
の
主
な
内
容

　
ま
た
、
今
定
例
会
で
は
厚
生

文
教
常
任
委
員
会
よ
り
「
子
ど

も
の
医
療
費
無
料
化
制
度
の
拡

充
を
求
め
る
意
見
書
」
が
提
出

さ
れ
、
本
会
議
に
お
い
て
全
員

賛
成
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
意
見
書
は
、
北
海
道
に

医
療
費
助
成
制
度
を
拡
充
す
る

よ
う
求
め
る
も
の
で
、
北
海
道

知
事
あ
て
に
提
出
し
ま
し
た
。

意見書提出先
衆議院議長､ 参議院議長､ 内
閣総理大臣､ 総務大臣､ 外務
大臣､ 財務大臣､ 厚生労働大
臣､ 文部科学大臣､ 経済産業
大臣､ 内閣官房長官

町立病院でもマスクの入荷は未定の
状況が続いている。

町内にも多くの風力発電設備が設置されている

松前城や総合センターもコロナウイルスの影響で臨時閉館となった

令
和
元
年
度
　

　
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
８
回
）

令
和
元
年
度

病
院
事
業
会
計

 

　
補
正
予
算

　  

　（
第
３
回
）

福
原

福
原

梶
谷

梶
谷

梶
谷

商
工
観
光
課
長

病
院
事
務
局
長

町
長

商
工
観
光
課
長

税
務
課
長

区分

その他

決　議

意見書

議　　案　　名

各　議　員　の　賛　否
堺斉

藤
梶
谷

西
川

工
藤

近
江

福
原

宮
本

沼
山

飯
田

疋
田

予

　算

補
正
予
算

議

　
　
　
　
　
　
　
　案

条
例
改
正

そ
の
他

閉会中の所管事務調査の申し出について 承認

令和２年度松前町一般会計予算
令和２年度松前町国民健康保険特別会計予算
令和２年度松前町介護保険特別会計予算
令和２年度松前町後期高齢者医療特別会計予算
令和２年度松前町水道事業会計予算
令和２年度松前町病院事業会計予算
令和元年度松前町一般会計補正予算（第８回）
令和元年度松前町国民健康保険特別会計補正予算（第３回）
令和元年度松前町介護保険特別会計補正予算（第５回）
令和元年度松前町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２回）
令和元年度松前町水道事業会計補正予算（第４回）
令和元年度松前町病院事業会計補正予算（第３回）
特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例の
条例制定について
松前町道路占用料徴収条例の一部を改正する条例制定について
情報通信技術の活用による行政手続等に係る関係者の利便性の向上並びに行政運営の簡
素化及び効率化を図るための行政手続等における情報通信の技術の利用に関する法律等
の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例制定について
地方自治法等の一部を改正する法律に伴う関係条例の整理に関する条例制定について
災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する条例制定について
松前町営住宅の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例制定について
松前町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例制定に
ついて
渡島公平委員会を組織する地方公共団体の数の減少及び渡島公平委員会規約の変更に関
する協議について
松前町財政調整基金の支消について
民族共生の未来を切り拓く決議
新型コロナウイルス感染症対策に関する意見書（内容詳細は２ページに掲載しています。）
子どもの医療費無料化制度の拡充を求める意見書
水道事業経営戦略策定に関する調査特別委員会調査報告書について 報告済

※議長は裁決には加わりません。

に関する意見書」を国へ提出！
「新型コロナウイルス感染症対策

すべて全会一致で原案のとおり可決しました。



介
護
保
険

特
別
会
計

工
藤
　長
寿
の
集
い
の
参
加
者

が
年
々
減
っ
て
い
る
。
対
策
や

今
後
に
つ
い
て
の
考
え
は

福
祉
課
主
幹
　
参
加
者
の
減
少

は
事
実
で
す
。
会
場
を
元
年
度

か
ら
は
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
ラ

ン
ド
に
変
更
し
ま
し
た
が
、
今

後
、
状
況
等
を
見
な
が
ら
さ
ら

に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

近
江
　ナ
マ
コ
は
今
後

の
水
産
業
の
柱
に
な
る

と
思
う
が
、
種
苗
を
多

く
確
保
で
き
な
い
か

水
産
課
参
事
　
現
在
、

各
前
浜
で
簡
易
採
苗
を

行
っ
て
お
り
、
実
績
と

し
て
は
、
12
万
個
ほ
ど

各
港
へ
放
流
し
て
い
ま

す
。
軌
道
に
乗
せ
て
い

け
る
よ
う
努
力
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

近
江
　ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼

品
を
充
実
さ
せ
る
べ
き
で
は
な

い
か

副
町
長
　
返
礼
品
に
つ
い
て

は
、
色
々
な
議
論
を
し
て
い
ま

す
が
当
事
者
で
あ
る
業
者
の
や

る
気
が
一
番
大
事
で
す
の
で
啓

発
し
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い

ま
す
。

沼
山
　ス
マ
イ
ル
補
助
金
に
つ

い
て
、
資
格
取
得
は
ど
う
い
っ

た
も
の
を
想
定
し
て
い
る
か

政
策
財
政
課
主
査
　
車
両
系
資

格
や
介
護
な
ど
、
幅
広
く
想
定

し
て
い
ま
す
。

（4）議 会 だ よ り（5） 議 会 だ よ り

格予算で編成！
計上！

令和２年度は骨
約45億円を

工
藤

福
祉
課
主
幹

実際に放流しているナマコの種苗

歳出予算額
（万円）

議 会 費
総 務 費
民 生 費
衛 生 費
農林水産業費
商 工 費
土 木 費
消 防 費
教 育 費
公 債 費
そ の 他
歳 出 合 計

5,744
2億4,020
10億2,379
5億 611
1億1,124
1億2,696
4,772

3億3,541
2億7,290
7億9,442
10億6,051
45億7,670

　予
算
審
査
特
別
委
員
会
は
議
長
を
除
く
全
議
員
で
構
成

さ
れ
、
委
員
長
に
福
原
英
夫
議
員
、
副
委
員
長
に
工
藤
松

子
議
員
を
選
出
し
、
審
議
の
上
、
原
案
通
り
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
定
し
、
本
会
議
に
お
い
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

一般
会計 令和2年度予算審査特別委員会

議会費
1％ 総務費

5％

民生費
23％

衛生費
11％

農林水産費
3％

商工費
3％

土木費
1％

消防費
7％

教育費
6％

公債費
17％

その他
23％

骨格予算とは……
　選挙時期等の関係で政策的な判
断ができにくいなどの理由により、
人件費等必要最小限度の経費を計
上する予算。判断ができにくい理
由等が解消されたのちに補正予算
で肉付けしていくことになる。

福
祉

水
産

産
業
振
興

近
江

副
町
長

沼
山

政
策
財
政
課
主
査

近
江

水
産
課
参
事

保育園児と触れ合う参加者

宮
本
　い
じ
め
対
策
委
員
会
は

問
題
発
生
時
に
招
集
す
る
の
か

学
校
教
育
課
長
　
い
じ
め
対
策

委
員
会
は
例
え
ば
自
殺
が
発
生

し
た
際
な
ど
に
、
弁
護
士
等
も

交
え
開
催
す
る
こ
と
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
今
ま
で
開
催
の
実

績
は
あ
り
ま
せ
ん
。

梶
谷
　松
前
高
校
の
フ
ラ
ン
ス

へ
の
生
徒
派
遣
に
つ
い
て
学
年

全
員
を
対
象
に
し
な
い
の
か

学
校
教
育
課
長
　
全
員
派
遣
で

き
る
の
が
理
想
で
す
が
、
財
政

の
課
題
も
あ
り
ま
す
し
、
選
ば

れ
る
た
め
に
生
徒
が
意
識
を
高

く
し
て
頑
張
っ
て
い
る
と
い
う

報
告
も
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

現
状
通
り
進
め
る
予
定
で
す
。

教
育

近
江
　地
域
材
で
建
て
る
住
宅

支
援
補
助
は
、
よ
り
使
い
や
す

く
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が

農
林
畜
産
課
長
　
Ｐ
Ｒ
の
方
法

や
、何
が
問
題
点
な
の
か
な
ど
、

検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

近
江

農
林
畜
産
課
長

農
林

堺
　中
小
企
業
振
興
資
金
貸
付

金
は
用
途
が
事
業
資
金
と
な
っ

て
い
る
が
以
前
に
行
っ
た
経
営

改
善
資
金
と
の
違
い
は
。ま
た
、

再
度
実
施
す
る
考
え
は
あ
る
か

商
工
観
光
課
長
　
こ
の
制
度
は

従
来
か
ら
行
っ
て
お
り
、
平
成

28
年
度
か
ら
行
っ
た
経
営
改
善

資
金
と
は
違
い
ま
す
。
経
営
改

善
資
金
に
つ
い
て
は
、
利
用
者

か
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
等
も
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
今
後
に

つ
い
て
は
商
工
会
の
経
営
改
善

指
導
員
と
も
意
見
交
換
し
な
が

ら
制
度
設
計
を
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

梶
谷
　公
園
管
理
は
元
年
度
ま

で
町
の
臨
時
職
員
が
対
応
し
て

い
た
が
、
今
後
委
託
先
と
責
任

者
は
誰
に
な
る
の
か

商
工
観
光
課
主
査
　
松
前
観
光

協
会
に
委
託
を
検
討
し
て
い
ま

す
。
さ
く
ら
ま
つ
り
な
ど
の
事

業
を
先
導
し
て
い
る
団
体
で
あ

り
、
管
理
を
行
い
な
が
ら
活
用

し
て
い
た
だ
く
と
い
う
形
を
考

え
て
い
ま
す
。

堺梶
谷

商
工
観
光
課
長

商
工
観
光
課
主
査

商
工
観
光

宮
本

学
校
教
育
課
長

梶
谷

学
校
教
育
課
長

水道事業
会　　計

病院事業
会　　計

45億7,670万円

11億2,100万円

10億1,427万円

1,169万円

1億2,401万円

1億8,006万円

1億7,201万円

11億6,647万円

14億3,760万円

48億9,620万円

12億4,700万円

9億9,408万円

1,169万円

1億1,279万円

1億8,975万円

1億7,644万円

12億3,998万円

13億8,103万円

令和2年度会計区分 ※参考　令和元年度

令和２年度各会計当初予算

一 般 会 計

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計

保 険 事 業 勘 定

サービス事業勘定

収 益 的 収 入

収 益 的 支 出

収 益 的 収 入

収 益 的 支 出

さ
い
び
ょ
う



介
護
保
険

特
別
会
計

工
藤
　長
寿
の
集
い
の
参
加
者

が
年
々
減
っ
て
い
る
。
対
策
や

今
後
に
つ
い
て
の
考
え
は

福
祉
課
主
幹
　
参
加
者
の
減
少

は
事
実
で
す
。
会
場
を
元
年
度

か
ら
は
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
ラ

ン
ド
に
変
更
し
ま
し
た
が
、
今

後
、
状
況
等
を
見
な
が
ら
さ
ら

に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

近
江
　ナ
マ
コ
は
今
後

の
水
産
業
の
柱
に
な
る

と
思
う
が
、
種
苗
を
多

く
確
保
で
き
な
い
か

水
産
課
参
事
　
現
在
、

各
前
浜
で
簡
易
採
苗
を

行
っ
て
お
り
、
実
績
と

し
て
は
、
12
万
個
ほ
ど

各
港
へ
放
流
し
て
い
ま

す
。
軌
道
に
乗
せ
て
い

け
る
よ
う
努
力
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

近
江
　ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼

品
を
充
実
さ
せ
る
べ
き
で
は
な

い
か

副
町
長
　
返
礼
品
に
つ
い
て

は
、
色
々
な
議
論
を
し
て
い
ま

す
が
当
事
者
で
あ
る
業
者
の
や

る
気
が
一
番
大
事
で
す
の
で
啓

発
し
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い

ま
す
。

沼
山
　ス
マ
イ
ル
補
助
金
に
つ

い
て
、
資
格
取
得
は
ど
う
い
っ

た
も
の
を
想
定
し
て
い
る
か

政
策
財
政
課
主
査
　
車
両
系
資

格
や
介
護
な
ど
、
幅
広
く
想
定

し
て
い
ま
す
。

（4）議 会 だ よ り（5） 議 会 だ よ り

格予算で編成！
計上！

令和２年度は骨
約45億円を

工
藤

福
祉
課
主
幹

実際に放流しているナマコの種苗

歳出予算額
（万円）

議 会 費
総 務 費
民 生 費
衛 生 費
農林水産業費
商 工 費
土 木 費
消 防 費
教 育 費
公 債 費
そ の 他
歳 出 合 計

5,744
2億4,020
10億2,379
5億 611
1億1,124
1億2,696
4,772

3億3,541
2億7,290
7億9,442
10億6,051
45億7,670

　予
算
審
査
特
別
委
員
会
は
議
長
を
除
く
全
議
員
で
構
成

さ
れ
、
委
員
長
に
福
原
英
夫
議
員
、
副
委
員
長
に
工
藤
松

子
議
員
を
選
出
し
、
審
議
の
上
、
原
案
通
り
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
定
し
、
本
会
議
に
お
い
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

一般
会計 令和2年度予算審査特別委員会

議会費
1％ 総務費

5％

民生費
23％

衛生費
11％

農林水産費
3％

商工費
3％

土木費
1％

消防費
7％

教育費
6％

公債費
17％

その他
23％

骨格予算とは……
　選挙時期等の関係で政策的な判
断ができにくいなどの理由により、
人件費等必要最小限度の経費を計
上する予算。判断ができにくい理
由等が解消されたのちに補正予算
で肉付けしていくことになる。

福
祉

水
産

産
業
振
興

近
江

副
町
長

沼
山

政
策
財
政
課
主
査

近
江

水
産
課
参
事

保育園児と触れ合う参加者

宮
本
　い
じ
め
対
策
委
員
会
は

問
題
発
生
時
に
招
集
す
る
の
か

学
校
教
育
課
長
　
い
じ
め
対
策

委
員
会
は
例
え
ば
自
殺
が
発
生

し
た
際
な
ど
に
、
弁
護
士
等
も

交
え
開
催
す
る
こ
と
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
今
ま
で
開
催
の
実

績
は
あ
り
ま
せ
ん
。

梶
谷
　松
前
高
校
の
フ
ラ
ン
ス

へ
の
生
徒
派
遣
に
つ
い
て
学
年

全
員
を
対
象
に
し
な
い
の
か

学
校
教
育
課
長
　
全
員
派
遣
で

き
る
の
が
理
想
で
す
が
、
財
政

の
課
題
も
あ
り
ま
す
し
、
選
ば

れ
る
た
め
に
生
徒
が
意
識
を
高

く
し
て
頑
張
っ
て
い
る
と
い
う

報
告
も
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

現
状
通
り
進
め
る
予
定
で
す
。

教
育

近
江
　地
域
材
で
建
て
る
住
宅

支
援
補
助
は
、
よ
り
使
い
や
す

く
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が

農
林
畜
産
課
長
　
Ｐ
Ｒ
の
方
法

や
、何
が
問
題
点
な
の
か
な
ど
、

検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

近
江

農
林
畜
産
課
長

農
林

堺
　中
小
企
業
振
興
資
金
貸
付

金
は
用
途
が
事
業
資
金
と
な
っ

て
い
る
が
以
前
に
行
っ
た
経
営

改
善
資
金
と
の
違
い
は
。ま
た
、

再
度
実
施
す
る
考
え
は
あ
る
か

商
工
観
光
課
長
　
こ
の
制
度
は

従
来
か
ら
行
っ
て
お
り
、
平
成

28
年
度
か
ら
行
っ
た
経
営
改
善

資
金
と
は
違
い
ま
す
。
経
営
改

善
資
金
に
つ
い
て
は
、
利
用
者

か
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
等
も
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
今
後
に

つ
い
て
は
商
工
会
の
経
営
改
善

指
導
員
と
も
意
見
交
換
し
な
が

ら
制
度
設
計
を
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

梶
谷
　公
園
管
理
は
元
年
度
ま

で
町
の
臨
時
職
員
が
対
応
し
て

い
た
が
、
今
後
委
託
先
と
責
任

者
は
誰
に
な
る
の
か

商
工
観
光
課
主
査
　
松
前
観
光

協
会
に
委
託
を
検
討
し
て
い
ま

す
。
さ
く
ら
ま
つ
り
な
ど
の
事

業
を
先
導
し
て
い
る
団
体
で
あ

り
、
管
理
を
行
い
な
が
ら
活
用

し
て
い
た
だ
く
と
い
う
形
を
考

え
て
い
ま
す
。

堺梶
谷

商
工
観
光
課
長

商
工
観
光
課
主
査

商
工
観
光

宮
本

学
校
教
育
課
長

梶
谷

学
校
教
育
課
長

水道事業
会　　計

病院事業
会　　計

45億7,670万円

11億2,100万円

10億1,427万円

1,169万円

1億2,401万円

1億8,006万円

1億7,201万円

11億6,647万円

14億3,760万円

48億9,620万円

12億4,700万円

9億9,408万円

1,169万円

1億1,279万円

1億8,975万円

1億7,644万円

12億3,998万円

13億8,103万円

令和2年度会計区分 ※参考　令和元年度

令和２年度各会計当初予算

一 般 会 計

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計

保 険 事 業 勘 定

サービス事業勘定

収 益 的 収 入

収 益 的 支 出

収 益 的 収 入

収 益 的 支 出

さ
い
び
ょ
う



【
主
な
質
疑
】

福
原
　ス
マ
イ
ル
応
援
補
助
金

の
具
体
的
な
申
込
内
容
は

政
策
財
政
課
長

　ま
ち
づ
く
り

事
業
は
5
件
の
応
募
が
あ
り
、

そ
の
う
ち
の
3
件
は
、
昨
年
も

実
施
し
た
飲
食
店
の
お
祭
り
な

ど
に
な
っ
て
い
ま
す
。
モ
ノ
づ

く
り
事
業
に
つ
い
て
は
4
件
の

申
請
が
あ
り
、
染
め
物
に
よ
る

手
工
芸
品
開
発
事
業
や
、
体
位

変
換
枕
の
作
成
な
ど
が
出
て
き

て
い
ま
す
。
資
格
取
得
事
業
に

つ
い
て
は
2
件
の
応
募
が
あ
り

ま
し
た
。

梶
谷
　ス
マ
イ
ル
応
援
補
助
金

の
現
状
へ
の
評
価
は
ど
う
考
え

て
い
る
か

政
策
財
政
課
長

　事
業
発
足
当

時
は
、
独
立
し
て
事
業
運
営
し

て
い
け
る
よ
う
応
援
す
る
目
的

の
補
助
金
で
し
た
が
、
な
か
な

か
そ
う
は
つ
な
が
っ
て
お
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
別
の
側
面
と

し
て
、
自
主
的
、
主
体
的
な
活

動
を
応
援
す
る
と
い
う
点
で
は

か
な
り
目
的
に
近
づ
い
て
お
り

ま
す
。
ど
う
す
れ
ば
独
立
し
て

や
っ
て
い
け
る
の
か
と
い
う
こ

と
に
つ
い
て
は
今
後
も
い
い
方

向
に
な
る
よ
う
、
検
討
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

梶
谷
　松
前
温
泉
の
源
泉
は
枯

れ
る
心
配
は
な
い
か
。
も
し
あ

る
の
で
あ
れ
ば
4
号
井
を
掘
る

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か

商
工
観
光
課
長

　平
成
19
年
度

に
給
湯
方
式
を
掛
け
流
し
か

ら
、
循
環
ろ
過
方
式
へ
移
行
し

（6）議 会 だ よ り（7） 議 会 だ よ り

令和2年度と令和元年度の当初予算比較

総括質疑とは……
　総括質疑は提出された議案全体を通し
た質疑を行うことを言います。
Ｑ，質疑と一般質問との違いは？
Ａ，「質疑」は議案の疑問点を議員が問
い質すことをいいます。
　一般質問は、町政全般についての現状
や見通しを聞くことです。

コロナウイルスの影響でさくらまつりも中止となり、
公園内も閑散としていた。（写真は５月１日撮影）

藤﨑秀人監査委員

近
江
　会
計
年
度
任
用
職
員
制

度
に
よ
り
給
与
費
が
上
が
っ
て

い
る
。
特
に
公
営
企
業
は
経
営

へ
の
影
響
が
心
配
さ
れ
る
が
財

源
に
つ
い
て
国
へ
の
要
望
等
は

考
え
て
い
る
か

町
長

　町
村
会
で
要
望
を
し
て

お
り
、
今
後
も
要
望
活
動
は
続

け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
厳
し
い
財
政
運
営
が
見
込

ま
れ
ま
す
が
財
源
の
確
保
に
向

け
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

梶
谷
　道
の
駅
の
指
定
管
理
者

は
契
約
の
更
新
に
つ
な
が
っ
て

い
な
い
。
施
設
を
維
持
し
て
い

く
た
め
に
何
が
必
要
だ
と
考
え

て
い
る
か

町
長

　町
と
し
て
は
、
指
定
管

理
者
が
赤
字
に
な
ら
な
い
よ
う

支
援
し
て
い
き
ま
す
。
そ
の
一

方
で
直
営
と
委
託
。
ど
ち
ら
が

い
い
の
か
も
検
討
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
は
、
4

月
か
ら
新
し
い
指
定
管
理
者
と

連
携
し
な
が
ら
安
定
経
営
に
向

け
努
力
を
し
て
い
き
ま
す
。

西
川
　コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流

行
に
よ
り
各
産
業
に
多
大
な
影

響
が
出
て
い
る
。
実
態
を
調
査

す
る
な
ど
今
後
の
対
応
に
向
け

て
準
備
が
必
要
で
は
な
い
か

町
長

　早
急
に
町
内
の
商
工
業

者
の
影
響
に
つ
い
て
担
当
課
に

調
査
す
る
よ
う
指
示
し
て
い
ま

す
。
商
工
業
の
み
で
は
な
く
各

産
業
に
影
響
が
あ
り
ま
す
。
関

係
機
関
と
準
備
を
し
て
今
後
の

対
応
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

近
江

梶
谷

西
川

町
長

町
長

町
長

総
括
質
疑

梶
谷
　修
学
資
金
の
貸
付
制
度

を
利
用
し
て
何
人
が
資
格
取
得

を
し
た
の
か
。
ま
た
そ
の
う
ち

何
人
が
松
前
病
院
に
残
っ
て
い

る
の
か

病
院
事
務
局
長

　令
和
2
年
度

か
ら
貸
付
を
受
け
る
方
も
含
め

て
、
現
在
ま
で
に
17
名
に
貸
付

し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
う
ち
、

現
在
も
勤
務
し
て
い
る
方
は
9

名
お
り
ま
す
。

梶
谷
　赤
字
の
見
込
み
だ
が
改

築
に
つ
い
て
の
考
え
方
は
。
病

床
数
等
に
つ
い
て
も
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か

町
長

　指
摘
の
と
お
り
、
当
初

予
算
は
赤
字
を
見
込
ん
で
の
予

算
計
上
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
マ
ン
パ
ワ
ー
不
足
な
ど
多

く
の
課
題
が
あ
り
ま
す
が
、
改

築
は
避
け
て
は
通
れ
な
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
将
来
を

見
据
え
て
検
討
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

梶
谷

梶
谷

病
院
事
務
局
長

病
院
事
業

　会
計
予
算
に

　
　関
す
る
質
疑

町
長

議会費

報 酬

議 員 手 当 等

共 済 費

賃 金

報 償 費

旅 費

交 際 費

需 用 費

使 用 料 及 び 賃 借 料

負担金補助及び交付金

令和2年度
（千円）

27,720

11,955

9,439

0

200

5,729

400

1,304

50

647

27,720

11,822

10,316

1,625

200

5,227

400

1,813

70

642

0

133

△ 877

△ 1,625

0

502

0

△ 509

△ 20

5

議員の報酬

議員期末手当

議員共済会負担金等

会計年度任用職員制度へ移行したため皆減

研修会講師への謝礼

会議等出席旅費

各種御祝儀等

議会だより印刷製本費等

車両借上料等

加盟団体への負担金

令和元年度
（千円）

比　較
（千円） 主 な 使 用 目 的

総額46億5,888万円に
令和2年 第1回臨時会

一般会計補正予算

令
和
2
年
第
1
回
臨
時
会
は
、4
月
21
日
に
招
集
さ
れ
、行
政

報
告
を
1
件
受
け
た
後
、一
般
会
計
補
正
予
算（
第
1
回
）や
監

査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
審
議
し
、同
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

令
和
２
年
度
　

　
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
１
回
）

福
原

梶
谷

政
策
財
政
課
長

た
こ
と
に
よ
り
、
当
面
は
心
配

な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
経
営
や
維
持
管
理
の
面
で

は
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
の

で
、
今
回
の
指
定
管
理
が
終
わ

る
令
和
5
年
度
ま
で
の
検
討
課

題
と
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

沼
山
　災
害
対
策
費
で
備
蓄
や

消
耗
品
は
何
を
ど
の
程
度
確
保

し
よ
う
と
考
え
て
い
る
か

総
務
課
長

　今
回
の
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
連
し
て
、
衛

生
管
理
や
感
染
症
の
拡
大
防

止
、
ま
た
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
関

係
以
外
で
も
避
難
所
開
設
時
の

感
染
症
予
防
や
衛
生
管
理
が
重

要
だ
と
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。
そ
れ
を
踏
ま
え
て
、

今
回
購
入
し
よ
う
と
し
て
い
る

備
蓄
は
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
液
、

マ
ス
ク
、
医
療
用
マ
ス
ク
、
防

護
服
な
ど
を
考
え
て
い
ま
す
。

〈
予
算
の
概
要
〉

〇
ス
マ
イ
ル
応
援
補
助
金47

万
円

〇
漁
業
支
援
総
合
補
助
金

1
千
7
百
32
万
円

〇
2
号
井
温
泉
ポ
ン
プ
入
替
工

事

　
　
　
　
　
　3
百
1
万
円

〇
災
害
対
策
消
耗
品
費2

百
万
円

　石
山
町
長
よ
り
「
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡

大
防
止
及
び
経
済
対
策
に
つ
い

て
」行
政
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
町
広

報
5
月
号
3
〜
4
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

藤
﨑
秀
人
氏
の

再
任
に
同
意

　令
和
2
年
4
月
24
日
を
も
っ

て
任
期
満
了
と
な
る
藤
﨑
秀
人

氏
（
大
磯
）
を
引
き
続
き
監
査

委
員
と
し
て
選
任
す
る
こ
と
に

同
意
し
ま
し
た
。

沼
山

梶
谷

政
策
財
政
課
長

商
工
観
光
課
長

総
務
課
長

行
政
報
告

人
事
案
件

区　分

補正予算

人　事

行政報告 報告済

議　　　案　　　名

各　議　員　の　賛　否

堺斉
藤

梶
谷

西
川

工
藤

近
江

福
原

宮
本

沼
山

飯
田

疋
田

議

　案

令和2年度松前町一般会計補正予算（第1回） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

監査委員の選任について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

〇＝賛成、×＝反対　※議長は裁決には加わりません。
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　席

せ
い

せ
い



【
主
な
質
疑
】

福
原
　ス
マ
イ
ル
応
援
補
助
金

の
具
体
的
な
申
込
内
容
は

政
策
財
政
課
長

　ま
ち
づ
く
り

事
業
は
5
件
の
応
募
が
あ
り
、

そ
の
う
ち
の
3
件
は
、
昨
年
も

実
施
し
た
飲
食
店
の
お
祭
り
な

ど
に
な
っ
て
い
ま
す
。
モ
ノ
づ

く
り
事
業
に
つ
い
て
は
4
件
の

申
請
が
あ
り
、
染
め
物
に
よ
る

手
工
芸
品
開
発
事
業
や
、
体
位

変
換
枕
の
作
成
な
ど
が
出
て
き

て
い
ま
す
。
資
格
取
得
事
業
に

つ
い
て
は
2
件
の
応
募
が
あ
り

ま
し
た
。

梶
谷
　ス
マ
イ
ル
応
援
補
助
金

の
現
状
へ
の
評
価
は
ど
う
考
え

て
い
る
か

政
策
財
政
課
長

　事
業
発
足
当

時
は
、
独
立
し
て
事
業
運
営
し

て
い
け
る
よ
う
応
援
す
る
目
的

の
補
助
金
で
し
た
が
、
な
か
な

か
そ
う
は
つ
な
が
っ
て
お
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
別
の
側
面
と

し
て
、
自
主
的
、
主
体
的
な
活

動
を
応
援
す
る
と
い
う
点
で
は

か
な
り
目
的
に
近
づ
い
て
お
り

ま
す
。
ど
う
す
れ
ば
独
立
し
て

や
っ
て
い
け
る
の
か
と
い
う
こ

と
に
つ
い
て
は
今
後
も
い
い
方

向
に
な
る
よ
う
、
検
討
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

梶
谷
　松
前
温
泉
の
源
泉
は
枯

れ
る
心
配
は
な
い
か
。
も
し
あ

る
の
で
あ
れ
ば
4
号
井
を
掘
る

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か

商
工
観
光
課
長

　平
成
19
年
度

に
給
湯
方
式
を
掛
け
流
し
か

ら
、
循
環
ろ
過
方
式
へ
移
行
し

（6）議 会 だ よ り（7） 議 会 だ よ り

令和2年度と令和元年度の当初予算比較

総括質疑とは……
　総括質疑は提出された議案全体を通し
た質疑を行うことを言います。
Ｑ，質疑と一般質問との違いは？
Ａ，「質疑」は議案の疑問点を議員が問
い質すことをいいます。
　一般質問は、町政全般についての現状
や見通しを聞くことです。

コロナウイルスの影響でさくらまつりも中止となり、
公園内も閑散としていた。（写真は５月１日撮影）

藤﨑秀人監査委員

近
江
　会
計
年
度
任
用
職
員
制

度
に
よ
り
給
与
費
が
上
が
っ
て

い
る
。
特
に
公
営
企
業
は
経
営

へ
の
影
響
が
心
配
さ
れ
る
が
財

源
に
つ
い
て
国
へ
の
要
望
等
は

考
え
て
い
る
か

町
長

　町
村
会
で
要
望
を
し
て

お
り
、
今
後
も
要
望
活
動
は
続

け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
厳
し
い
財
政
運
営
が
見
込

ま
れ
ま
す
が
財
源
の
確
保
に
向

け
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

梶
谷
　道
の
駅
の
指
定
管
理
者

は
契
約
の
更
新
に
つ
な
が
っ
て

い
な
い
。
施
設
を
維
持
し
て
い

く
た
め
に
何
が
必
要
だ
と
考
え

て
い
る
か

町
長

　町
と
し
て
は
、
指
定
管

理
者
が
赤
字
に
な
ら
な
い
よ
う

支
援
し
て
い
き
ま
す
。
そ
の
一

方
で
直
営
と
委
託
。
ど
ち
ら
が

い
い
の
か
も
検
討
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
は
、
4

月
か
ら
新
し
い
指
定
管
理
者
と

連
携
し
な
が
ら
安
定
経
営
に
向

け
努
力
を
し
て
い
き
ま
す
。

西
川
　コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流

行
に
よ
り
各
産
業
に
多
大
な
影

響
が
出
て
い
る
。
実
態
を
調
査

す
る
な
ど
今
後
の
対
応
に
向
け

て
準
備
が
必
要
で
は
な
い
か

町
長

　早
急
に
町
内
の
商
工
業

者
の
影
響
に
つ
い
て
担
当
課
に

調
査
す
る
よ
う
指
示
し
て
い
ま

す
。
商
工
業
の
み
で
は
な
く
各

産
業
に
影
響
が
あ
り
ま
す
。
関

係
機
関
と
準
備
を
し
て
今
後
の

対
応
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

近
江

梶
谷

西
川

町
長

町
長

町
長

総
括
質
疑

梶
谷
　修
学
資
金
の
貸
付
制
度

を
利
用
し
て
何
人
が
資
格
取
得

を
し
た
の
か
。
ま
た
そ
の
う
ち

何
人
が
松
前
病
院
に
残
っ
て
い

る
の
か

病
院
事
務
局
長

　令
和
2
年
度

か
ら
貸
付
を
受
け
る
方
も
含
め

て
、
現
在
ま
で
に
17
名
に
貸
付

し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
う
ち
、

現
在
も
勤
務
し
て
い
る
方
は
9

名
お
り
ま
す
。

梶
谷
　赤
字
の
見
込
み
だ
が
改

築
に
つ
い
て
の
考
え
方
は
。
病

床
数
等
に
つ
い
て
も
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か

町
長

　指
摘
の
と
お
り
、
当
初

予
算
は
赤
字
を
見
込
ん
で
の
予

算
計
上
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
マ
ン
パ
ワ
ー
不
足
な
ど
多

く
の
課
題
が
あ
り
ま
す
が
、
改

築
は
避
け
て
は
通
れ
な
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
将
来
を

見
据
え
て
検
討
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

梶
谷

梶
谷

病
院
事
務
局
長

病
院
事
業

　会
計
予
算
に

　
　関
す
る
質
疑

町
長

議会費

報 酬

議 員 手 当 等

共 済 費

賃 金

報 償 費

旅 費

交 際 費

需 用 費

使 用 料 及 び 賃 借 料

負担金補助及び交付金

令和2年度
（千円）

27,720

11,955

9,439

0

200

5,729

400

1,304

50

647

27,720

11,822

10,316

1,625

200

5,227

400

1,813

70

642

0

133

△ 877

△ 1,625

0

502

0

△ 509

△ 20

5

議員の報酬

議員期末手当

議員共済会負担金等

会計年度任用職員制度へ移行したため皆減

研修会講師への謝礼

会議等出席旅費

各種御祝儀等

議会だより印刷製本費等

車両借上料等

加盟団体への負担金

令和元年度
（千円）

比　較
（千円） 主な使用目的

総額46億5,888万円に
令和2年 第1回臨時会

一般会計補正予算

令
和
2
年
第
1
回
臨
時
会
は
、4
月
21
日
に
招
集
さ
れ
、行
政

報
告
を
1
件
受
け
た
後
、一
般
会
計
補
正
予
算（
第
1
回
）や
監

査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
審
議
し
、同
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

令
和
２
年
度
　

　
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
１
回
）

福
原

梶
谷

政
策
財
政
課
長

た
こ
と
に
よ
り
、
当
面
は
心
配

な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
経
営
や
維
持
管
理
の
面
で

は
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
の

で
、
今
回
の
指
定
管
理
が
終
わ

る
令
和
5
年
度
ま
で
の
検
討
課

題
と
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

沼
山
　災
害
対
策
費
で
備
蓄
や

消
耗
品
は
何
を
ど
の
程
度
確
保

し
よ
う
と
考
え
て
い
る
か

総
務
課
長

　今
回
の
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
連
し
て
、
衛

生
管
理
や
感
染
症
の
拡
大
防

止
、
ま
た
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
関

係
以
外
で
も
避
難
所
開
設
時
の

感
染
症
予
防
や
衛
生
管
理
が
重

要
だ
と
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。
そ
れ
を
踏
ま
え
て
、

今
回
購
入
し
よ
う
と
し
て
い
る

備
蓄
は
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
液
、

マ
ス
ク
、
医
療
用
マ
ス
ク
、
防

護
服
な
ど
を
考
え
て
い
ま
す
。

〈
予
算
の
概
要
〉

〇
ス
マ
イ
ル
応
援
補
助
金47

万
円

〇
漁
業
支
援
総
合
補
助
金

1
千
7
百
32
万
円

〇
2
号
井
温
泉
ポ
ン
プ
入
替
工

事

　
　
　
　
　
　3
百
1
万
円

〇
災
害
対
策
消
耗
品
費2

百
万
円

　石
山
町
長
よ
り
「
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡

大
防
止
及
び
経
済
対
策
に
つ
い

て
」行
政
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
町
広

報
5
月
号
3
〜
4
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

藤
﨑
秀
人
氏
の

再
任
に
同
意

　令
和
2
年
4
月
24
日
を
も
っ

て
任
期
満
了
と
な
る
藤
﨑
秀
人

氏
（
大
磯
）
を
引
き
続
き
監
査

委
員
と
し
て
選
任
す
る
こ
と
に

同
意
し
ま
し
た
。

沼
山

梶
谷

政
策
財
政
課
長

商
工
観
光
課
長

総
務
課
長

行
政
報
告

人
事
案
件

区　分

補正予算

人　事

行政報告 報告済

議　　　案　　　名

各　議　員　の　賛　否

堺斉
藤

梶
谷

西
川

工
藤

近
江

福
原

宮
本

沼
山

飯
田

疋
田

議

　案

令和2年度松前町一般会計補正予算（第1回） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

監査委員の選任について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

〇＝賛成、×＝反対　※議長は裁決には加わりません。
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《
予
算
の
概
要
》

　
本
予
算
は
、
町
独
自
の
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急

経
済
対
策
予
算
と
し
て
提
出
さ

れ
て
お
り
、
主
な
内
容
は
次
の

と
お
り
で
す
。

◎
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
緊
急

経
済
対
策

〇
事
業
者
支
援
金

　
　
　
　
5
千
8
百
40
万
円

〇
経
営
支
援
金

　
　
　
　
　
　
3
千
1
百
万
円

〇
休
業
支
援
金

　
　
　
　
　
　
4
百
30
万
円

※
支
給
条
件
等
の
詳
細
に
つ
い

て
は
町
広
報
6
月
号
3
〜
5
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
主
な
質
疑
】

梶
谷
　
さ
く
ら
ま
つ
り
の
中
止

に
伴
い
影
響
を
受
け
る
売
店
や

駐
車
場
の
事
業
者
に
も
支
給
さ

れ
る
の
か

商
工
観
光
課
長
　
臨
時
駐
車
場

を
開
設
し
て
い
る
方
や
、
売
店

へ
出
店
し
て
い
る
方
々
に
つ
い

て
も
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

堺
　
商
工
会
等
に
加
入
し
て
い

な
い
、
個
人
で
営
業
し
て
い
る

事
業
者
も
対
象
に
な
る
の
か

商
工
観
光
課
長
　
対
象
と
し
て

い
る
商
工
業
者
3
2
2
軒
は
、

経
済
セ
ン
サ
ス
統
計
調
査
を
も

と
に
作
成
し
た
名
簿
か
ら
見
て
い

ま
す
。
商
工
会
員
以
外
の
方
は
、

申
告
書
の
内
容
等
を
確
認
し
て

適
用
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

福
原
　
事
業
者
支
援
金
の
支
給

対
象
に
漁
業
者
と
畜
産
業
者
を

入
れ
た
理
由
は

副
町
長
　
畜
産
に
つ
い
て
も
漁

業
に
つ
い
て
も
市
場
価
格
が
下

が
っ
て
お
り
、
影
響
が
大
き
い

と
考
え
た
た
め
対
象
に
含
め
て

い
ま
す
。

福
原
　
休
業
要
請
を
し
た
指
定

管
理
施
設
に
つ
い
て
は
、
今
後

の
補
正
予
算
で
対
応
す
る
の
か

商
工
観
光
課
長
　
指
定
管
理
施

設
は
町
か
ら
委
託
料
を
出
し
て

お
り
、
休
業
補
償
を
含
め
、
委

託
料
の
算
定
を
見
直
し
て
対
応

し
ま
す
。
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

緊
急
経
済
対
策
予
算
を
賛
成
多
数
で
可
決
！

令
和
２
年
　
第
２
回
臨
時
会

令
和
２
年
第
２
回
臨
時
会
は
４
月
30
日
に
招
集
さ
れ
、
一
般
会
計
補

正
予
算
や
意
見
書
案
な
ど
を
審
議
し
、
同
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

◇
議
決
の
変
更
に
つ
い
て

◇
令
和
２
年
度

　
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
２
回
）　

一括質疑

【 

討 

論 

】

福
原
　
た
だ
今
の
答
弁
の
中
で

指
定
管
理
の
委
託
業
務
を
受
け

て
い
る
業
者
に
は
、
補
正
予
算

で
補
填
を
す
る
と
い
う
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
が
、
商
工
業
者
、

ま
た
観
光
、
さ
く
ら
ま
つ
り
の

観
光
事
業
の
み
で
生
計
を
立
て

て
い
る
人
た
ち
に
は
ど
の
よ
う

に
受
け
取
ら
れ
る
で
し
ょ
う

か
。
ま
た
、
漁
業
者
、
畜
産
の

現
状
を
見
る
と
、
漁
組
の
総
会

で
は
黒
字
だ
と
聞
い
て
い
ま

す
。
毎
年
、
膨
大
な
お
金
を
支

援
し
て
、
な
ぜ
そ
こ
ま
で
す
る

の
か
。
私
に
は
理
解
が
で
き
ま

せ
ん
。
町
民
も
理
解
が
で
き
な

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ま
っ
た
く
お
金
が
入
ら
な
い
人

と
、
価
格
が
下
が
っ
て
も
お
金

が
入
る
人
を
比
較
し
て
も
、
支

援
は
も
っ
と
透
明
性
を
も
っ
て

ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
行
わ
れ
る
べ

き
だ
と
思
い
ま
す
。
私
は
、
以

上
の
こ
と
か
ら
町
民
に
は
理
解

さ
れ
な
い
と
考
え
、
反
対
い
た

し
ま
す
。

斉
藤
　
財
政
が
脆
弱
な
松
前
町

に
と
っ
て
、
国
、
道
か
ら
も
予

算
措
置
が
さ
れ
る
と
い
う
予
想

も
で
き
ま
す
し
、
令
和
元
年
度

で
の
余
剰
金
も
出
る
可
能
性
も

あ
る
と
聞
い
て
い
ま
す
の
で
、

こ
の
緊
急
事
態
で
す
し
、
1
億

円
程
度
の
基
金
の
支
消
は
や
む

を
得
な
い
と
考
え
賛
成
い
た
し

ま
す
。

　
松
前
町
財
政
調
整
基
金
の
支

消
額
を
、
1
億
円
以
内
か
ら
2

億
円
以
内
に
変
更
し
、
充
当
事

業
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
事
業
を
追
加
す
る
こ

と
を
可
決
し
ま
し
た
。

反
対
討
論（
１
名
）

賛
成
討
論（
１
名
）

議
決
の
変
更

梶
谷

福
原

福
原

斉
藤

福
原

堺

副
町
長

商
工
観
光
課
長

商
工
観
光
課
長

商
工
観
光
課
長

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
（
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―
19
）
は
、

世
界
各
地
に
急
速
に
拡
大
し
、

多
く
の
感
染
者
が
発
生
し
て
お

り
、
日
本
国
内
に
お
い
て
も
令

和
2
年
4
月
16
日
改
正
新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措

置
法
に
基
づ
く
「
緊
急
事
態
宣

言
」
の
対
象
地
域
が
全
国
に
拡

大
さ
れ
る
な
ど
憂
慮
さ
れ
る
事

態
と
な
っ
て
い
る
。

　
そ
の
後
に
お
い
て
も
全
国
各

地
で
感
染
者
数
が
増
加
し
続

け
、
感
染
症
指
定
医
療
機
関
の

令
和
２
年
４
月
30
日
に
開
催
さ
れ
た
第
２
回
臨
時
会
に
て
採
択

さ
れ
た
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
充
実
強
化
を

求
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書
」は
梶
谷
康
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し
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前
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通
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。
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「新型コロナウイルス感染症対策の充実強化
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防
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た
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様
々
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な
け
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ば
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な
っ
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い
る
。
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弾
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3
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。
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4
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図
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、

新
型
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ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
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療
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。
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達
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進
め
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て
医
療
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提

供
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す
る
こ

と
。
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た
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者
受
入
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医

療
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し
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に
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国
の

医
療
従
事
者
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感
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し

な
い
よ
う
そ
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族
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含
め
必

要
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を
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。

3
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粛
の
要
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っ

て
も
、
飲
食
店
を
は
じ
め
事
業

者
に
多
大
な
影
響
が
生
じ
る
こ

と
か
ら
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
を
改
正

し
、
国
の
責
任
の
も
と
事
業
者

へ
の
損
失
補
償
を
行
う
と
と
も

に
、
感
染
拡
大
で
影
響
を
受
け

る
観
光
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宿
泊
・
飲
食
等
の
事

業
者
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す
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救
済
的
な
措
置
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こ
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。

4
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臨
時
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額
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図
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。

意見書提出先
内閣総理大臣､ 総務大臣､ 財
務大臣､ 厚生労働大臣､ 経済
産業大臣､ 国土交通大臣､ 内
閣府特命担当大臣 (経済財政
政策)､ 内閣官房長官

区　分

補正予算

その他

意見書

議　　　案　　　名

各　議　員　の　賛　否

堺斉
藤

梶
谷

西
川

工
藤

近
江

福
原

宮
本

沼
山

飯
田

疋
田

議 

案
令和2年度松前町一般会計補正予算（第2回） ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○

議決の変更について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

新型コロナウイルス感染症対策の充実強化を求める
意見書（内容詳細は９ページに掲載しています。） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

〇＝賛成、×＝反対　※議長は裁決には加わりません。

欠

　席

ぜ
い
じ
ゃ
く

支消とは……
　基金などを【取り崩す】際に使わ
れる専門用語で、貯金をおろすのと
同じような意味になります。
　今回は新型コロナウイルス感染症
対策事業の財源として松前町財政調
整基金を取り崩せる限度額を変更す
るため支消という言葉が使われてい
ます。　
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は
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町
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策
予
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れ
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お
り
、
主
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。
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イ
ル
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急
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。
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光
課
長
　
臨
時
駐
車
場

を
開
設
し
て
い
る
方
や
、
売
店

へ
出
店
し
て
い
る
方
々
に
つ
い

て
も
支
援
し
て
い
き
ま
す
。
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光
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。
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者
数
が
増
加
し
続

け
、
感
染
症
指
定
医
療
機
関
の

令
和
２
年
４
月
30
日
に
開
催
さ
れ
た
第
２
回
臨
時
会
に
て
採
択

さ
れ
た
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
充
実
強
化
を

求
め
る
意
見
書
」は
梶
谷
康
介
議
員
を
提
出
者
と
し
、松
前
町
議

会
の
総
意
で
議
会
に
提
出
し
、原
案
通
り
可
決（
出
席
者
全
員
賛

成
）さ
れ
、内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
関
係
機
関
へ
提
出
し
ま
し
た
。

意
見
書
の
内
容

町内でも多くの飲食店や旅館業を中心に影響
が出ている。国として、しっかりと責任を持
った対応をするように訴えていく。

道の駅駐車場も大幅に縮小するなど、本来ならGWに
一番の賑わいを見せる松前町への影響は甚大だった。

「新型コロナウイルス感染症対策の充実強化
を求める意見書」を国へ再度提出！

感染の拡大を受け

入
院
病
床
数
も
限
界
に
達
し
、

最
近
で
は
病
院
や
介
護
施
設
に

よ
る
感
染
者
ク
ラ
ス
タ
ー
が
多

発
す
る
な
ど
、
事
態
は
一
層
深

刻
化
し
て
お
り
、
医
療
崩
壊
を

防
ぐ
た
め
様
々
な
対
策
を
講
じ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
と

な
っ
て
い
る
。

　
国
に
お
い
て
は
、
国
民
の
生

命
と
健
康
を
守
る
た
め
、
全
国

で
の
感
染
予
防
対
策
を
実
施
す

る
と
と
も
に
、
当
該
宣
言
が
実

効
性
の
あ
る
も
の
に
す
る
必
要

が
あ
る
。

　
ま
た
、
地
方
公
共
団
体
に
お

い
て
も
、
緊
急
の
経
済
対
策
を

行
う
も
の
で
あ
る
が
、
収
束
の

見
通
し
が
立
た
な
い
状
況
に
お

い
て
、
長
期
化
が
予
想
さ
れ
、

こ
れ
に
続
く
第
2
弾
、
第
3
弾

の
対
策
を
今
後
検
討
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
こ
の
た
め
、
松
前
町
議
会
と

し
て
、
国
に
対
し
、
以
下
の
4

つ
の
事
項
に
つ
い
て
、
早
期
に

対
応
を
図
る
よ
う
強
く
要
望
す

る
。

　1
　
新
薬
研
究
、
実
用
化
に
向

け
て
、
国
を
あ
げ
て
支
援
し
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
対
す
る
社
会
的
不
安
の
解
消

に
努
め
る
と
と
も
に
、
安
心
な

医
療
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
。

2
　
感
染
の
防
止
や
医
療
提
供

に
必
要
と
な
る
医
療
物
資
の
不

足
に
よ
り
医
療
崩
壊
が
起
こ
ら

な
い
よ
う
、
国
の
責
任
に
お
い

て
速
や
か
に
医
療
物
資
の
調
達

を
進
め
、
安
心
し
て
医
療
を
提

供
で
き
る
体
制
を
整
備
す
る
こ

と
。
ま
た
、
患
者
受
入
れ
の
医

療
機
関
に
対
し
、
最
大
限
の
支

援
を
行
う
と
と
も
に
、
全
国
の

医
療
従
事
者
が
感
染
、
疲
弊
し

な
い
よ
う
そ
の
家
族
も
含
め
必

要
な
支
援
を
行
う
こ
と
。

3
　
外
出
自
粛
の
要
請
で
あ
っ

て
も
、
飲
食
店
を
は
じ
め
事
業

者
に
多
大
な
影
響
が
生
じ
る
こ

と
か
ら
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
を
改
正

し
、
国
の
責
任
の
も
と
事
業
者

へ
の
損
失
補
償
を
行
う
と
と
も

に
、
感
染
拡
大
で
影
響
を
受
け

る
観
光
・
宿
泊
・
飲
食
等
の
事

業
者
に
対
す
る
救
済
的
な
措
置

を
講
ず
る
こ
と
。

4
　
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の

増
額
を
図
る
こ
と
。

意見書提出先
内閣総理大臣､ 総務大臣､ 財
務大臣､ 厚生労働大臣､ 経済
産業大臣､ 国土交通大臣､ 内
閣府特命担当大臣 (経済財政
政策)､ 内閣官房長官

区　分

補正予算

その他

意見書

議　　　案　　　名

各　議　員　の　賛　否

堺斉
藤

梶
谷

西
川

工
藤

近
江

福
原

宮
本

沼
山

飯
田

疋
田

議 

案
令和2年度松前町一般会計補正予算（第2回） ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○

議決の変更について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

新型コロナウイルス感染症対策の充実強化を求める
意見書（内容詳細は９ページに掲載しています。） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

〇＝賛成、×＝反対　※議長は裁決には加わりません。

欠

　席

ぜ
い
じ
ゃ
く

支消とは……
　基金などを【取り崩す】際に使わ
れる専門用語で、貯金をおろすのと
同じような意味になります。
　今回は新型コロナウイルス感染症
対策事業の財源として松前町財政調
整基金を取り崩せる限度額を変更す
るため支消という言葉が使われてい
ます。　
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議会改革に関する調査特別委員会

1. 議会運営・活性化

2．開かれた議会

3
．議
員
の

　
　資
質
向
上

　
議
会
改
革
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会
は
、
令
和
元
年

第
３
回
定
例
会
で
設
置
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
に
３
回
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
こ
れ
ま
で
の
特
別
委
員
会
で
ど
の
よ
う
な
こ

と
が
議
論
さ
れ
た
の
か
を
報
告
い
た
し
ま
す
。

これまでの経過

1　議会運営・活性化について
2　開かれた議会について
3　議員の資質向上について
4　各種制度について
5　その他について

◎政務活動費とは…
　地方自治体の議員もしくは議員の属す
る会派に対して、議員報酬とは別に調査
研究、その他の活動に必要な経費の一部
として交付される費用をいいます。
　議会の審議能力強化、活性化を図るた
め設けられているもので、使用用途は人
件費、交通費、会議費、広報費、事務費
などになります。
　政務活動費の交付を受けた議員および
会派は収入支出の報告書を議長に提出す
ることとなります。

◎議会モニター制度とは…
　町民が議会活動に参加する機会を作り、町民からの要
望、提言その他の意見を広く聞いて、町議会がより身近
なものになることを目的としています。

議会改革に関する調査特別委員会（第３回）までの経過と今後の方向性について（検討課題領域別）

ペーパーレス化は経費の削減にも

特別委員会では、
課題を大きく5つ
に分けて議論を
進めています。

　
議
会
運
営
・
活
性
化
の
課

題
で
は
、
議
員
定
数
の
あ
り

方
や
報
酬
・
政
務
活
動
費
、

議
員
の
な
り
手
不
足
へ
の
対

応
や
人
材
育
成
な
ど
に
つ
い

て
議
論
し
て
い
ま
す
。
ほ
か

に
も
現
在
、
禁
止
さ
れ
て
い

る
議
場
へ
の
パ
ソ
コ
ン
等
の

持
ち
込
み
や
ペ
ー
パ
ー
レ
ス

会
議
の
導
入
に
つ
い
て
な
ど

も
議
論
し
て
い
ま
す
。

　
議
員
の
資
質
向
上
と
い

う
課
題
で
は
、
議
員
の
あ

り
方
や
勉
強
会
・
研
修
会

の
実
施
に
つ
い
て
、
本
会

議
後
の
議
員
間
で
の
意
見

交
換
や
反
省
会
の
実
施
に

つ
い
て
議
論
を
し
て
い
ま

す
。
議
員
個
々
の
資
質
向

上
を
議
会
と
し
て
ど
の
よ

う
に
図
っ
て
い
く
の
か
、

よ
り
よ
い
議
会
に
す
る
た

め
の
議
論
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

　
そ
の
他
の
課
題
に
つ
い

て
は
、
議
場
に
お
け
る
議

員
の
呼
称
や
氏
名
札
を
置

く
か
な
ど
を
議
論
し
て
い

ま
す
。
少
し
で
も
議
会
を

傍
聴
に
来
ら
れ
た
方
が
分

か
り
や
す
い
よ
う
な
工
夫

を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

4
．制
度

5
．そ
の
他

　
制
度
の
課
題
は
、
議
員

年
金
や
選
挙
制
度
等
に
つ

い
て
議
論
し
て
い
ま
す
。

議
員
の
な
り
手
不
足
の
解

消
の
一
助
と
な
る
よ
う
、

全
国
的
な
動
き
や
情
報
を

共
有
し
な
が
ら
北
海
道
町

村
議
会
議
長
会
を
通
じ
て

国
へ
の
要
望
を
し
て
い
く

こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
議
会
の
ペ
ー
パ
ー

レ
ス
（
Ｉ
Ｔ
）
化
の
課
題
で

は
、
先
進
地
で
あ
る
函
館
市

議
会
へ
の
視
察
調
査
等
も
行

い
ま
し
た
。
　
　

　
今
後
町
民
の
皆
さ
ん
の
意

見
や
、
町
の
状
況
も
踏
ま
え

て
今
後
の
議
会
の
あ
り
方
に

つ
い
て
議
論
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

　
開
か
れ
た
議
会
と
い
う
課

題
の
中
で
は
、
議
会
だ
よ
り

の
発
行
時
期
や
内
容
の
簡
素

化
、
編
集
体
制
な
ど
に
つ
い

て
多
く
の
意
見
が
出
さ
れ
ま

し
た
。
議
会
だ
よ
り
に
つ
い

て
は
、
現
在
編
集
に
あ
た
っ

て
い
る
議
会
運
営
委
員
会
を

中
心
に
、
よ
り
よ
い
議
会
だ

よ
り
に
な
る
よ
う
議
論
を
深

め
て
い
き
ま
す
。

　
議
会
だ
よ
り
以
外
に
も
町

民
懇
談
会
や
意
見
交
換
会
に

つ
い
て
は
、
開
催
方
法
や
時

期
等
が
固
ま
っ
た
の
ち
に
開

催
す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し

た
。
ま
た
、
議
会
モ
ニ
タ
ー

制
度
に
つ
い
て
も
実
施
す
る

こ
と
と
し
、
内
容
等
の
詳
細

に
つ
い
て
は
今
後
も
継
続
し

て
議
論
し
て
い
く
こ
と
と
し

ま
し
た
。
ほ
か
に
も
模
擬
議

会
や
日
曜
・
夜
間
議
会
に
つ

い
て
議
論
を
し
て
い
ま
す
。

議会モニター

意見の検討と
議会活動に反映

議会の傍聴と
意見・提言等の提出

町　議　会

【イメージ】

議会映像のブルーレイ・DVDの
貸出をしています。

お知らせ
松前町ホームページより議会の
会議録が閲覧できます。

議会事務局または各支所へお問い合わせください。

　
今
後
、
特
別
委
員
会
を
開
催

す
る
際
に
は
今
ま
で
と
同
様
に

防
災
無
線
等
で
お
知
ら
せ
い
た

し
ま
す
の
で
、
傍
聴
を
希
望
さ

れ
る
方
は
会
議
当
日
に
議
会
事

務
局
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

議会運営
・活性化

開かれた
議会

議員の
資質向上

制度

その他

領域別 検　討　課　題 現 在 ま で の 経 過 と 今 後 の 方 向 性
議員定数 第3回委員会において各委員から考え方が提出された。今後、課題の洗い出しや意見の整理を行っていく
議員報酬 第3回委員会において各委員から考え方が提出された。今後、課題の洗い出しや意見の整理を行っていく
議員のなり手不足・人材育成 第3回委員会において各委員から考え方が提出された。今後、課題の洗い出しや意見の整理を行っていく
IT化（タブレット等） 継続協議（導入した場合の費用対効果について資料の要求あり）
常任委員会等の構成 第3回委員会において各委員から考え方が提出された。今後、課題の洗い出しや意見の整理を行っていく
政務活動費 第3回委員会において各委員から考え方が提出された。今後、課題の洗い出しや意見の整理を行っていく
議会経費の削減 第3回委員会において各委員から考え方が提出された。今後、課題の洗い出しや意見の整理を行っていく
一般質問の時間 継続協議（議会運営委員会で内容も含め検討し、次の委員会に再度議題として提出）
議場内の議員の携帯品
（PC等の持ち込み） 継続協議（IT化・タブレット等との関連あり）

町民懇談会・意見交換会・
報告会等 手法、タイミング及びテーマ等を議長と議会運営委員会で協議し、今後実施していく

広報 議会だよりに関しては、発行時期、オールカラー化、編集体制及び内容について多くの
意見があったことから今後協議検討していく。なお広報委員会の設置は難しい

日曜議会・夜間議会 実施しない

模擬議会 今後検討していく。なお議会運営委員会では、まずは対象を高校生に絞って「松前高
校生との懇談会」という形で開催してみてはどうかとの意見に至った

議会モニター 実施していく。なお内容等詳細については事務局に要綱案の作成を指示した
勉強会・研修会 令和2年3月に「令和2年度松前町議会議員研修計画」を策定し、それに基づき実施していく
議員のあり方について 他の検討課題とも関連があるため、それと並行して協議していくことになる
定例会、臨時会終了後に
おける意見交換会・反省会 継続協議

兼業 全国的な動きや情報を共有しながら、必要に応じ北海道町村議会議長会を通じて国に要望していく
会議規則・運営基準関係 改正する必要性が生じた場合随時行っていく
議員年金 全国的な動きや情報を共有しながら、必要に応じ北海道町村議会議長会を通じて国に要望していく
選挙制度及び運動 全国的な動きや情報を共有しながら、必要に応じ北海道町村議会議長会を通じて国に要望していく
災害時の議員対応・役割 平成31年3月7日に「松前町議会議員の災害対応行動指針」を策定済み
議員控室のレイアウト 現状維持でよい
議場内の議員の携帯品
（水の持込） 現状維持でよい

議場における議席の氏名札 現状維持でよい
議場内における議長による
各議員への指名呼称

令和2年3月定例会から変更（今後は「議員は〇番と発言し、議長は〇番△君と呼称
すること」に統一）



（10）議 会 だ よ り（11） 議 会 だ よ り

議会改革に関する調査特別委員会

1. 議会運営・活性化

2．開かれた議会

3
．議
員
の

　
　資
質
向
上

　
議
会
改
革
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会
は
、
令
和
元
年

第
３
回
定
例
会
で
設
置
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
に
３
回
開
催
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。
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1　議会運営・活性化について
2　開かれた議会について
3　議員の資質向上について
4　各種制度について
5　その他について

◎政務活動費とは…
　地方自治体の議員もしくは議員の属す
る会派に対して、議員報酬とは別に調査
研究、その他の活動に必要な経費の一部
として交付される費用をいいます。
　議会の審議能力強化、活性化を図るた
め設けられているもので、使用用途は人
件費、交通費、会議費、広報費、事務費
などになります。
　政務活動費の交付を受けた議員および
会派は収入支出の報告書を議長に提出す
ることとなります。

◎議会モニター制度とは…
　町民が議会活動に参加する機会を作り、町民からの要
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なものになることを目的としています。

議会改革に関する調査特別委員会（第３回）までの経過と今後の方向性について（検討課題領域別）

ペーパーレス化は経費の削減にも

特別委員会では、
課題を大きく5つ
に分けて議論を
進めています。

　
議
会
運
営
・
活
性
化
の
課

題
で
は
、
議
員
定
数
の
あ
り

方
や
報
酬
・
政
務
活
動
費
、

議
員
の
な
り
手
不
足
へ
の
対

応
や
人
材
育
成
な
ど
に
つ
い

て
議
論
し
て
い
ま
す
。
ほ
か

に
も
現
在
、
禁
止
さ
れ
て
い

る
議
場
へ
の
パ
ソ
コ
ン
等
の

持
ち
込
み
や
ペ
ー
パ
ー
レ
ス

会
議
の
導
入
に
つ
い
て
な
ど

も
議
論
し
て
い
ま
す
。

　
議
員
の
資
質
向
上
と
い

う
課
題
で
は
、
議
員
の
あ

り
方
や
勉
強
会
・
研
修
会

の
実
施
に
つ
い
て
、
本
会

議
後
の
議
員
間
で
の
意
見

交
換
や
反
省
会
の
実
施
に

つ
い
て
議
論
を
し
て
い
ま

す
。
議
員
個
々
の
資
質
向

上
を
議
会
と
し
て
ど
の
よ

う
に
図
っ
て
い
く
の
か
、

よ
り
よ
い
議
会
に
す
る
た

め
の
議
論
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

　
そ
の
他
の
課
題
に
つ
い

て
は
、
議
場
に
お
け
る
議

員
の
呼
称
や
氏
名
札
を
置

く
か
な
ど
を
議
論
し
て
い

ま
す
。
少
し
で
も
議
会
を

傍
聴
に
来
ら
れ
た
方
が
分

か
り
や
す
い
よ
う
な
工
夫

を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

4
．制
度

5
．そ
の
他

　
制
度
の
課
題
は
、
議
員

年
金
や
選
挙
制
度
等
に
つ

い
て
議
論
し
て
い
ま
す
。

議
員
の
な
り
手
不
足
の
解

消
の
一
助
と
な
る
よ
う
、

全
国
的
な
動
き
や
情
報
を

共
有
し
な
が
ら
北
海
道
町

村
議
会
議
長
会
を
通
じ
て

国
へ
の
要
望
を
し
て
い
く

こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
議
会
の
ペ
ー
パ
ー

レ
ス
（
Ｉ
Ｔ
）
化
の
課
題
で

は
、
先
進
地
で
あ
る
函
館
市

議
会
へ
の
視
察
調
査
等
も
行

い
ま
し
た
。
　
　

　
今
後
町
民
の
皆
さ
ん
の
意

見
や
、
町
の
状
況
も
踏
ま
え

て
今
後
の
議
会
の
あ
り
方
に

つ
い
て
議
論
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

　
開
か
れ
た
議
会
と
い
う
課

題
の
中
で
は
、
議
会
だ
よ
り

の
発
行
時
期
や
内
容
の
簡
素

化
、
編
集
体
制
な
ど
に
つ
い

て
多
く
の
意
見
が
出
さ
れ
ま

し
た
。
議
会
だ
よ
り
に
つ
い

て
は
、
現
在
編
集
に
あ
た
っ

て
い
る
議
会
運
営
委
員
会
を

中
心
に
、
よ
り
よ
い
議
会
だ

よ
り
に
な
る
よ
う
議
論
を
深

め
て
い
き
ま
す
。

　
議
会
だ
よ
り
以
外
に
も
町

民
懇
談
会
や
意
見
交
換
会
に

つ
い
て
は
、
開
催
方
法
や
時

期
等
が
固
ま
っ
た
の
ち
に
開

催
す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し

た
。
ま
た
、
議
会
モ
ニ
タ
ー

制
度
に
つ
い
て
も
実
施
す
る

こ
と
と
し
、
内
容
等
の
詳
細

に
つ
い
て
は
今
後
も
継
続
し

て
議
論
し
て
い
く
こ
と
と
し

ま
し
た
。
ほ
か
に
も
模
擬
議

会
や
日
曜
・
夜
間
議
会
に
つ

い
て
議
論
を
し
て
い
ま
す
。

議会モニター

意見の検討と
議会活動に反映

議会の傍聴と
意見・提言等の提出

町　議　会

【イメージ】

議会映像のブルーレイ・DVDの
貸出をしています。

お知らせ
松前町ホームページより議会の
会議録が閲覧できます。

議会事務局または各支所へお問い合わせください。

　
今
後
、
特
別
委
員
会
を
開
催

す
る
際
に
は
今
ま
で
と
同
様
に

防
災
無
線
等
で
お
知
ら
せ
い
た

し
ま
す
の
で
、
傍
聴
を
希
望
さ

れ
る
方
は
会
議
当
日
に
議
会
事

務
局
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

議会運営
・活性化

開かれた
議会

議員の
資質向上

制度

その他

領域別 検　討　課　題 現 在 ま で の 経 過 と 今 後 の 方 向 性
議員定数 第3回委員会において各委員から考え方が提出された。今後、課題の洗い出しや意見の整理を行っていく
議員報酬 第3回委員会において各委員から考え方が提出された。今後、課題の洗い出しや意見の整理を行っていく
議員のなり手不足・人材育成 第3回委員会において各委員から考え方が提出された。今後、課題の洗い出しや意見の整理を行っていく
IT化（タブレット等） 継続協議（導入した場合の費用対効果について資料の要求あり）
常任委員会等の構成 第3回委員会において各委員から考え方が提出された。今後、課題の洗い出しや意見の整理を行っていく
政務活動費 第3回委員会において各委員から考え方が提出された。今後、課題の洗い出しや意見の整理を行っていく
議会経費の削減 第3回委員会において各委員から考え方が提出された。今後、課題の洗い出しや意見の整理を行っていく
一般質問の時間 継続協議（議会運営委員会で内容も含め検討し、次の委員会に再度議題として提出）
議場内の議員の携帯品
（PC等の持ち込み） 継続協議（IT化・タブレット等との関連あり）

町民懇談会・意見交換会・
報告会等 手法、タイミング及びテーマ等を議長と議会運営委員会で協議し、今後実施していく

広報 議会だよりに関しては、発行時期、オールカラー化、編集体制及び内容について多くの
意見があったことから今後協議検討していく。なお広報委員会の設置は難しい

日曜議会・夜間議会 実施しない

模擬議会 今後検討していく。なお議会運営委員会では、まずは対象を高校生に絞って「松前高
校生との懇談会」という形で開催してみてはどうかとの意見に至った

議会モニター 実施していく。なお内容等詳細については事務局に要綱案の作成を指示した
勉強会・研修会 令和2年3月に「令和2年度松前町議会議員研修計画」を策定し、それに基づき実施していく
議員のあり方について 他の検討課題とも関連があるため、それと並行して協議していくことになる
定例会、臨時会終了後に
おける意見交換会・反省会 継続協議

兼業 全国的な動きや情報を共有しながら、必要に応じ北海道町村議会議長会を通じて国に要望していく
会議規則・運営基準関係 改正する必要性が生じた場合随時行っていく
議員年金 全国的な動きや情報を共有しながら、必要に応じ北海道町村議会議長会を通じて国に要望していく
選挙制度及び運動 全国的な動きや情報を共有しながら、必要に応じ北海道町村議会議長会を通じて国に要望していく
災害時の議員対応・役割 平成31年3月7日に「松前町議会議員の災害対応行動指針」を策定済み
議員控室のレイアウト 現状維持でよい
議場内の議員の携帯品
（水の持込） 現状維持でよい

議場における議席の氏名札 現状維持でよい
議場内における議長による
各議員への指名呼称

令和2年3月定例会から変更（今後は「議員は〇番と発言し、議長は〇番△君と呼称
すること」に統一）



　
令
和
元
年
第
３
回
定
例
会
に

お
い
て
、
議
長
発
議
で
議
長
を

除
く
全
議
員
に
よ
る
特
別
委
員

会
の
設
置
提
案
が
あ
り
、
終
了

す
る
ま
で
閉
会
中
の
調
査
を
す

る
こ
と
に
決
定
し
た
。

　
現
在
、
公
営
企
業
を
取
り
巻

く
経
営
環
境
は
、
今
後
の
急
速

な
人
口
減
少
等
に
伴
う
サ
ー
ビ

ス
需
要
の
減
少
や
、
保
有
す
る

施
設
の
老
朽
化
に
伴
う
更
新
需

要
の
増
大
な
ど
厳
し
さ
を
増
し

て
お
り
、
不
断
の
経
営
健
全
化

の
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
中
、
水
道
事

業
が
将
来
に
わ
た
っ
て
住
民
生

活
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

を
安
定
的
に
継
続
す
る
こ
と
が

可
能
と
な
る
よ
う
、
総
務
省
か

ら
地
方
公
共
団
体
に
対
し
、
経

営
戦
略
の
策
定
が
要
請
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
令
和
元
年
度

中
の
経
営
戦
略
策
定
を
計
画
す

る
に
あ
た
り
、
将
来
に
お
け
る

水
道
事
業
の
目
指
す
べ
き
姿
と

進
む
べ
き
方
向
に
つ
い
て
調
査

す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　
第
1
回
目
の
調
査
は
、
国
が

求
め
て
い
る
経
営
戦
略
の
概
要

や
松
前
町
に
お
け
る
水
道
事
業

の
現
状
、
松
前
町
水
道
事
業
経

営
戦
略
骨
子
（
案
）
及
び
将
来

推
計
等
の
資
料
の
説
明
を
受
け

た
。
ま
た
、
松
前
町
に
あ
る
1

上
水
3
簡
易
水
道
の
状
況
を
把

握
す
る
た
め
各
浄
水
場
、
配
水

池
を
視
察
し
、
そ
の
後
、
全
体

的
な
質
疑
を
行
っ
た
。

　
第
2
回
目
の
調
査
は
、
前
回

調
査
の
内
容
及
び
水
道
事
業
会

計
の
仕
組
み
等
詳
細
な
状
況
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
質
疑
を

行
っ
た
。

（12）議 会 だ よ り（13） 議 会 だ よ り

水
道
事
業
経
営
戦
略
策
定
に
関
す
る

　
　調
査
特
別
委
員
会

　調
査
報
告

設
置
の
経
緯

調
査
の
概
要

設
置
の
目
的

委
員
会
の
開
催
状
況

施設の状況について、水道課職員から聞き取りを行った。

区　分

第1回

第 2回

第 3回

開催年月日

令和元年10月10日

令和元年11月18日

令和２年 2月 3日

出席数

11名

11名

10名

欠席数

0名

0名

1名

　
第
3
回
目
の
調
査
は
、「
松

前
町
水
道
事
業
「
経
営
戦
略
」

（
案
）」
に
つ
い
て
説
明
を
受
け

総
括
的
な
意
見
や
確
認
す
べ
き

事
項
に
つ
い
て
質
疑
を
行
っ

た
。
調
査
報
告
書
案
作
成
に
つ

い
て
は
、
正
副
委
員
長
に
一
任

し
閉
会
し
た
。

　
将
来
の
松
前
町
水
道
事
業
の

中
長
期
的
な
経
営
の
基
本
計
画

を
明
確
に
し
、
安
定
的
な
経
営

を
継
続
す
る
た
め
、
経
営
戦
略

策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
現
在
の

状
況
及
び
将
来
推
計
を
見
据

え
、
よ
り
良
い
計
画
づ
く
り
に

努
め
ら
れ
た
い
。

ドクターヘリの訓練を見学しました！ドクターヘリの訓練を見学しました！

渡
島
西
部
四
町
議
会
議
員

（
松
前
町
、福
島
町
、知
内
町
、木
古
内
町
）

連
絡
協
議
会
総
会・研
修
会

渡
島
西
部
四
町
議
会
議
員

（
松
前
町
、福
島
町
、知
内
町
、木
古
内
町
）

連
絡
協
議
会
総
会・研
修
会

◇今回の経営戦略の概要
【経営基本方針】
①安全な水質確保と水道水の安定供給
②適切な施設規模での適切な施設更新、適切な維持管理
③施設の耐震化及び災害時対応の強化
④健全経営の持続
⑤技術力の確保、継承
⑥住民の水道事業への理解度の向上

◇投資・財政計画
【投資についての検討状況等】
〇民間の資金・ノウハウ等の活用
〇施設・設備の廃止・統合(ダウンサイジング)
〇施設・設備の合理化(スペックダウン)
〇施設・設備の長寿命化等の投資の平準化
〇広域化
〇その他の取り組み
【財源についての検討状況】
〇将来の赤字に備える場合、5年以内を目途に20%程度の増額を検討
していかなければならないと考えている。
  しかし、利用者の負担軽減を図るために料金体系の見直しなど十分な
検討、説明を行っていく必要がある。

調
査
報
告

　
特
に
水
道
料
金
に
つ
い
て

は
、
人
口
減
少
に
よ
る
給
水
人

口
の
減
少
か
ら
令
和
7
年
に
は

赤
字
が
見
込
ま
れ
て
お
り
、
料

金
改
定
を
検
討
す
る
場
合
に

は
、
町
民
に
対
し
、
将
来
的
な

状
況
等
を
一
定
程
度
の
期
間
を

設
け
て
周
知
徹
底
を
行
い
、
十

分
理
解
を
得
た
う
え
で
料
金
を

段
階
的
に
上
げ
て
い
く
な
ど
、

計
画
性
を
持
ち
つ
つ
、
一
度
に

大
き
な
負
担
と
な
ら
な
い
よ
う

に
配
慮
す
る
べ
き
で
あ
る
。

　
ま
た
、
施
設
に
つ
い
て
は
、

浄
水
施
設
等
を
含
む
設
備
や
導

水
管
及
び
配
水
管
等
が
耐
用
年

数
を
経
過
し
、
更
新
時
期
を
迎

え
る
こ
と
か
ら
、
上
水
道
と
西

部
及
び
江
良
簡
易
水
道
と
の
統

廃
合
を
は
じ
め
、
需
要
に
合
わ

せ
た
管
路
の
口
径
減
、
さ
ら
に

は
、
松
前
浄
水
場
の
適
切
な
規

模
へ
の
ダ
ウ
ン
サ
イ
ジ
ン
グ
や

及
部
川
か
ら
大
松
前
川
へ
の
取

水
場
所
変
更
等
が
検
討
さ
れ
る

が
、経
費
の
比
較
を
十
分
行
い
、

渇
水
対
策
等
も
考
慮
し
な
が

ら
、
管
理
費
や
更
新
費
用
の
軽

減
を
図
ら
れ
る
よ
う
検
討
さ
れ

た
い
。
さ
ら
に
、
令
和
19
年
度

に
は
施
設
の
更
新
時
期
が
集
中

す
る
た
め
、優
先
順
位
を
付
し
、

維
持
・
延
命
化
が
図
ら
れ
る
よ

う
平
準
化
さ
れ
た
い
。

　
ま
た
、
技
術
職
員
に
つ
い
て

は
、
施
設
の
適
切
な
管
理
を
行

う
た
め
に
、
将
来
的
な
あ
り
方

を
研
究
し
、
人
件
費
等
収
支
の

バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
た
上
で
、

適
正
な
配
置
に
よ
り
最
大
の
効

果
を
発
揮
で
き
る
よ
う
調
査
さ

れ
る
と
と
も
に
、
人
材
の
維
持

確
保
に
つ
い
て
、
松
前
町
に
お

け
る
水
道
へ
の
知
識
や
経
験
、

技
術
の
継
承
等
を
考
慮
す
る

と
、
危
機
感
を
も
っ
て
対
応
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
結
び
に
、
公
営
企
業
を
取
り

巻
く
環
境
は
大
変
厳
し
い
も
の

が
あ
る
が
、
住
民
生
活
に
必
要

な
サ
ー
ビ
ス
を
安
定
的
に
提
供

で
き
る
よ
う
経
営
努
力
を
重
ね

る
と
と
も
に
、
町
と
し
て
、
今

後
減
少
す
る
給
水
人
口
を
的
確

に
把
握
し
、
経
営
の
戦
略
的
観

点
か
ら
、
上
水
道
か
ら
簡
易
水

道
へ
の
変
更
な
ど
、
事
業
の
あ

り
方
に
つ
い
て
も
今
後
調
査
す

る
必
要
が
あ
る
。

　
2
月
13
日
㈭
知
内
町
に
お

い
て
渡
島
西
部
4
町
議
会
議

員
連
絡
協
議
会
の
総
会
と
研

修
会
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
総
会
で
は
次
年
度
の
計
画

等
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
開
催
さ
れ
た
研

修
会
で
は
N
P
O
法
人
ま
ち

づ
く
り
支
援
セ
ン
タ
ー
代
表

理
事
の
為
国
孝
敏
氏
か
ら

「
人
口
減
少
社
会
に
お
い
て

持
続
可
能
な
地
域
公
共
交
通

の
確
保
維
持
に
向
け
た
考
え

方
、
取
り
組
み
方
」
と
題
し

た
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
講
演
の
中
で
は
、
地
域
交

通
の
あ
り
方
や
考
え
方
に
つ

い
て
話
さ
れ
、
議
員
一
人
ひ

と
り
メ
モ
を
取
る
な
ど
熱
心

に
聴
い
て
い
ま
し
た
。

　
3
月
17
日
㈫
建
石
地
区
に

新
し
く
作
ら
れ
た
ヘ
リ
ポ
ー

ト
に
お
い
て
、
ド
ク
タ
ー
ヘ

リ
の
訓
練
見
学
会
を
実
施
し

ま
し
た
。

　
当
日
は
、
函
館
市
か
ら
ド

ク
タ
ー
ヘ
リ
が
実
際
に
運
航

さ
れ
、
模
擬
患
者
の
搬
送
等

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

訓
練
終
了
後
は
、
ド
ク
タ
ー

ヘ
リ
の
機
材
等
に
つ
い
て
も

説
明
を
受
け
ま
し
た
。

実際の訓練や機内の様子



　
令
和
元
年
第
３
回
定
例
会
に

お
い
て
、
議
長
発
議
で
議
長
を

除
く
全
議
員
に
よ
る
特
別
委
員

会
の
設
置
提
案
が
あ
り
、
終
了

す
る
ま
で
閉
会
中
の
調
査
を
す

る
こ
と
に
決
定
し
た
。

　
現
在
、
公
営
企
業
を
取
り
巻

く
経
営
環
境
は
、
今
後
の
急
速

な
人
口
減
少
等
に
伴
う
サ
ー
ビ

ス
需
要
の
減
少
や
、
保
有
す
る

施
設
の
老
朽
化
に
伴
う
更
新
需

要
の
増
大
な
ど
厳
し
さ
を
増
し

て
お
り
、
不
断
の
経
営
健
全
化

の
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
中
、
水
道
事

業
が
将
来
に
わ
た
っ
て
住
民
生

活
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

を
安
定
的
に
継
続
す
る
こ
と
が

可
能
と
な
る
よ
う
、
総
務
省
か

ら
地
方
公
共
団
体
に
対
し
、
経

営
戦
略
の
策
定
が
要
請
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
令
和
元
年
度

中
の
経
営
戦
略
策
定
を
計
画
す

る
に
あ
た
り
、
将
来
に
お
け
る

水
道
事
業
の
目
指
す
べ
き
姿
と

進
む
べ
き
方
向
に
つ
い
て
調
査

す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　
第
1
回
目
の
調
査
は
、
国
が

求
め
て
い
る
経
営
戦
略
の
概
要

や
松
前
町
に
お
け
る
水
道
事
業

の
現
状
、
松
前
町
水
道
事
業
経

営
戦
略
骨
子
（
案
）
及
び
将
来

推
計
等
の
資
料
の
説
明
を
受
け

た
。
ま
た
、
松
前
町
に
あ
る
1

上
水
3
簡
易
水
道
の
状
況
を
把

握
す
る
た
め
各
浄
水
場
、
配
水

池
を
視
察
し
、
そ
の
後
、
全
体

的
な
質
疑
を
行
っ
た
。

　
第
2
回
目
の
調
査
は
、
前
回

調
査
の
内
容
及
び
水
道
事
業
会

計
の
仕
組
み
等
詳
細
な
状
況
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
質
疑
を

行
っ
た
。

（12）議 会 だ よ り（13） 議 会 だ よ り

水
道
事
業
経
営
戦
略
策
定
に
関
す
る

　
　調
査
特
別
委
員
会

　調
査
報
告

設
置
の
経
緯

調
査
の
概
要

設
置
の
目
的

委
員
会
の
開
催
状
況

施設の状況について、水道課職員から聞き取りを行った。

区　分

第1回

第 2回

第 3回

開催年月日

令和元年10月10日

令和元年11月18日

令和２年 2月 3日

出席数

11名

11名

10名

欠席数

0名

0名

1名

　
第
3
回
目
の
調
査
は
、「
松

前
町
水
道
事
業
「
経
営
戦
略
」

（
案
）」
に
つ
い
て
説
明
を
受
け

総
括
的
な
意
見
や
確
認
す
べ
き

事
項
に
つ
い
て
質
疑
を
行
っ

た
。
調
査
報
告
書
案
作
成
に
つ

い
て
は
、
正
副
委
員
長
に
一
任

し
閉
会
し
た
。

　
将
来
の
松
前
町
水
道
事
業
の

中
長
期
的
な
経
営
の
基
本
計
画

を
明
確
に
し
、
安
定
的
な
経
営

を
継
続
す
る
た
め
、
経
営
戦
略

策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
現
在
の

状
況
及
び
将
来
推
計
を
見
据

え
、
よ
り
良
い
計
画
づ
く
り
に

努
め
ら
れ
た
い
。

ドクターヘリの訓練を見学しました！ドクターヘリの訓練を見学しました！

渡
島
西
部
四
町
議
会
議
員

（
松
前
町
、福
島
町
、知
内
町
、木
古
内
町
）

連
絡
協
議
会
総
会・研
修
会

渡
島
西
部
四
町
議
会
議
員

（
松
前
町
、福
島
町
、知
内
町
、木
古
内
町
）

連
絡
協
議
会
総
会・研
修
会

◇今回の経営戦略の概要
【経営基本方針】
①安全な水質確保と水道水の安定供給
②適切な施設規模での適切な施設更新、適切な維持管理
③施設の耐震化及び災害時対応の強化
④健全経営の持続
⑤技術力の確保、継承
⑥住民の水道事業への理解度の向上

◇投資・財政計画
【投資についての検討状況等】
〇民間の資金・ノウハウ等の活用
〇施設・設備の廃止・統合(ダウンサイジング)
〇施設・設備の合理化(スペックダウン)
〇施設・設備の長寿命化等の投資の平準化
〇広域化
〇その他の取り組み
【財源についての検討状況】
〇将来の赤字に備える場合、5年以内を目途に20%程度の増額を検討
していかなければならないと考えている。
  しかし、利用者の負担軽減を図るために料金体系の見直しなど十分な
検討、説明を行っていく必要がある。

調
査
報
告

　
特
に
水
道
料
金
に
つ
い
て

は
、
人
口
減
少
に
よ
る
給
水
人

口
の
減
少
か
ら
令
和
7
年
に
は

赤
字
が
見
込
ま
れ
て
お
り
、
料

金
改
定
を
検
討
す
る
場
合
に

は
、
町
民
に
対
し
、
将
来
的
な

状
況
等
を
一
定
程
度
の
期
間
を

設
け
て
周
知
徹
底
を
行
い
、
十

分
理
解
を
得
た
う
え
で
料
金
を

段
階
的
に
上
げ
て
い
く
な
ど
、

計
画
性
を
持
ち
つ
つ
、
一
度
に

大
き
な
負
担
と
な
ら
な
い
よ
う

に
配
慮
す
る
べ
き
で
あ
る
。

　
ま
た
、
施
設
に
つ
い
て
は
、

浄
水
施
設
等
を
含
む
設
備
や
導

水
管
及
び
配
水
管
等
が
耐
用
年

数
を
経
過
し
、
更
新
時
期
を
迎

え
る
こ
と
か
ら
、
上
水
道
と
西

部
及
び
江
良
簡
易
水
道
と
の
統

廃
合
を
は
じ
め
、
需
要
に
合
わ

せ
た
管
路
の
口
径
減
、
さ
ら
に

は
、
松
前
浄
水
場
の
適
切
な
規

模
へ
の
ダ
ウ
ン
サ
イ
ジ
ン
グ
や

及
部
川
か
ら
大
松
前
川
へ
の
取

水
場
所
変
更
等
が
検
討
さ
れ
る

が
、経
費
の
比
較
を
十
分
行
い
、

渇
水
対
策
等
も
考
慮
し
な
が

ら
、
管
理
費
や
更
新
費
用
の
軽

減
を
図
ら
れ
る
よ
う
検
討
さ
れ

た
い
。
さ
ら
に
、
令
和
19
年
度

に
は
施
設
の
更
新
時
期
が
集
中

す
る
た
め
、優
先
順
位
を
付
し
、

維
持
・
延
命
化
が
図
ら
れ
る
よ

う
平
準
化
さ
れ
た
い
。

　
ま
た
、
技
術
職
員
に
つ
い
て

は
、
施
設
の
適
切
な
管
理
を
行

う
た
め
に
、
将
来
的
な
あ
り
方

を
研
究
し
、
人
件
費
等
収
支
の

バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
た
上
で
、

適
正
な
配
置
に
よ
り
最
大
の
効

果
を
発
揮
で
き
る
よ
う
調
査
さ

れ
る
と
と
も
に
、
人
材
の
維
持

確
保
に
つ
い
て
、
松
前
町
に
お

け
る
水
道
へ
の
知
識
や
経
験
、

技
術
の
継
承
等
を
考
慮
す
る

と
、
危
機
感
を
も
っ
て
対
応
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
結
び
に
、
公
営
企
業
を
取
り

巻
く
環
境
は
大
変
厳
し
い
も
の

が
あ
る
が
、
住
民
生
活
に
必
要

な
サ
ー
ビ
ス
を
安
定
的
に
提
供

で
き
る
よ
う
経
営
努
力
を
重
ね

る
と
と
も
に
、
町
と
し
て
、
今

後
減
少
す
る
給
水
人
口
を
的
確

に
把
握
し
、
経
営
の
戦
略
的
観

点
か
ら
、
上
水
道
か
ら
簡
易
水

道
へ
の
変
更
な
ど
、
事
業
の
あ

り
方
に
つ
い
て
も
今
後
調
査
す

る
必
要
が
あ
る
。

　
2
月
13
日
㈭
知
内
町
に
お

い
て
渡
島
西
部
4
町
議
会
議

員
連
絡
協
議
会
の
総
会
と
研

修
会
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
総
会
で
は
次
年
度
の
計
画

等
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
開
催
さ
れ
た
研

修
会
で
は
N
P
O
法
人
ま
ち

づ
く
り
支
援
セ
ン
タ
ー
代
表

理
事
の
為
国
孝
敏
氏
か
ら

「
人
口
減
少
社
会
に
お
い
て

持
続
可
能
な
地
域
公
共
交
通

の
確
保
維
持
に
向
け
た
考
え

方
、
取
り
組
み
方
」
と
題
し

た
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
講
演
の
中
で
は
、
地
域
交

通
の
あ
り
方
や
考
え
方
に
つ

い
て
話
さ
れ
、
議
員
一
人
ひ

と
り
メ
モ
を
取
る
な
ど
熱
心

に
聴
い
て
い
ま
し
た
。

　
3
月
17
日
㈫
建
石
地
区
に

新
し
く
作
ら
れ
た
ヘ
リ
ポ
ー

ト
に
お
い
て
、
ド
ク
タ
ー
ヘ

リ
の
訓
練
見
学
会
を
実
施
し

ま
し
た
。

　
当
日
は
、
函
館
市
か
ら
ド

ク
タ
ー
ヘ
リ
が
実
際
に
運
航

さ
れ
、
模
擬
患
者
の
搬
送
等

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

訓
練
終
了
後
は
、
ド
ク
タ
ー

ヘ
リ
の
機
材
等
に
つ
い
て
も

説
明
を
受
け
ま
し
た
。

実際の訓練や機内の様子



議会日誌から

（14）議 会 だ よ り

議会日誌から

題字：松前中学校 2年　小林　璃音さん

（清部保育所の子どもたち）

令和2年6月1日発行

こばやし り おん

まつまえ

みんなしっかりうがい手洗い！

110No.
　・補正予算・監査委員の選任について審議

　・新型コロナウイルス感染症対策に
　　関する意見書を国へ提出
　・補正予算について審議
　・予算審査特別委員会

Ｐ７・・・・・・・・・・・・・

Ｐ２
Ｐ３

Ｐ４～６

・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・

月　　日 主　　　　要　　　　事　　　　項 出席者
小島地区春の芸能文化祭出席

漁港期成会連合会総会出席 

大島地区春の芸能祭出席

渡島西部４町議員連絡協議会定期総会および研修会出席（知内町）

町内会連合会定期総会出席

北海道知事鈴木直道氏地域訪問応接

令和元年度松前町文化・スポーツ表彰式出席 

松前警察署長離任挨拶応接 

ドクターヘリ訓練見学会参加 

渡島総合振興局長離任挨拶応接 

退職者辞令交付式出席 

職員辞令交付式出席 

木古内町議会議長および議会事務局長着任挨拶応接 

松前警察署長着任挨拶応接

渡島総合振興局長着任挨拶応接

知内町議会議長就任挨拶来町応接

副議長

議長

議長

全議員

副議長

正副議長

議長

議長

議長ほか

議長

議長

議長

議長

議長

議長

議長

2日

7日

8日

13日

14日

19日

20日

16日

17日

26日

31日

1日

2日

7日

7日

16日

2

月

3

月

4

月

議会を傍聴してみませんか?
～町政の主役は住民のみなさんです～

次回は６月10日㈬からの予定です。

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため当分の間、議場内においては
マスクを着用することとしますのでご理解願います。

議会だよりへの
　ご意見・ご感想を
　　お待ちしております。

議長宛の諸行事案内などの文書は、
議会事務局へお届け願います

字福山248番地1　松前町役場議会事務局まで
電話  0139－42－2275　内線281・282

発行／北海道松前町議会　　編集／議会だより編集委員会

編
集
後
記

 

世
界
を
震
撼
さ
せ
て
い
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
、
驚

異
的
な
人
類
へ
の
挑
戦
だ
！

　日
本
国
内
で
の
感
染
者
も

二
万
人
に
届
く
と
こ
ろ
ま
で

来
た
、
北
海
道
に
お
い
て
も

札
幌
市
や
石
狩
地
方
を
中
心

に
増
え
続
け
て
い
る
。

　幸
い
松
前
町
に
は
、
感
染

の
事
実
は
な
い
が
安
心
し
て

は
な
ら
な
い
。（
5
月
15
日

現
在
）

　気
持
ち
が
緩
ん
で
い
る
時

が
一
番
危
険
だ
。
身
勝
手
な

行
動
が
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を

誘
う
。

　町
の
経
済
や
子
供
た
ち
の

勉
学
、
ス
ポ
ー
ツ
す
べ
て
が

奪
わ
れ
て
し
ま
っ
た
。

　い
つ
終
息
す
る
か
分
か
ら

な
い
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
の

戦
い
、
高
齢
者
の
多
い
松
前

町
の
こ
の
先
が
心
配
だ
。

　特
に
町
の
経
済
面
に
お
い

て
は
、
さ
く
ら
ま
つ
り
の
中

止
で
、
旅
館
業
を
始
め
ま
つ

り
に
関
連
し
て
い
る
中
小
事

業
者
、
小
売
店
は
大
変
な
痛

手
を
負
っ
て
い
る
。

　松
前
町
や
私
た
ち
一
人
ひ

と
り
も
何
か
救
済
策
を
講
じ

な
け
れ
ば
と
思
う
。

　町
民
、
み
ん
な
で
松
前
を

守
ろ
う
。

第１回
定例会

第1回臨時会

　・新型コロナウイルス緊急経済対策予算について審議
　　国へ更なる対策の充実を求める意見書を提出
　・議会改革特別委員会　これまでの経過
　・水道事業特別委員会調査報告・議会トピックス
　・議会日誌から・編集後記

Ｐ８～９
Ｐ10～11
Ｐ12～13
Ｐ14

・・・
・・・・・・・・・

・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

第2回臨時会


